
JP 6901410 B2 2021.7.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷版原版であって、
　第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
　赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線
アブレーション層であって、
　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　（ｉｉ）非赤外の化学線に対して不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも
異なっていてもよい材料と、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、
を含む赤外線アブレーション層；並びに
　前記光重合性層と前記赤外線アブレーション層との間に配置されており複数のフィーチ
ャを含むパターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化学
線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される、パターン層；
を含む印刷版原版。
【請求項２】
　前記パターン層が、支持体と反対側の前記光重合性層の表面上に形成されている、請求
項１に記載の印刷版原版。
【請求項３】
　前記パターン層が、前記光重合性層の表面と隣接する及び接触する前記赤外線アブレー
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ション層の表面上に印刷される、請求項１に記載の印刷版原版。
【請求項４】
　前記インクがシアンインクである、請求項１に記載の印刷版原版。
【請求項５】
　前記インクがＵＶ吸収性材料を含む、請求項１に記載の印刷版原版。
【請求項６】
　印刷版原版であって、
第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線ア
ブレーション層であって、
　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　（ｉｉ）非赤外の化学線に対して不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも
異なっていてもよい材料と、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、
を含む赤外線アブレーション層；
カバーシート；並びに
前記赤外線アブレーション層と前記カバーシートとの間に配置されており複数のフィーチ
ャを含むパターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化学
線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される、パターン層；
を含む印刷版原版。
【請求項７】
　前記パターン層が前記カバーシートの表面上に形成されていて、前記赤外線アブレーシ
ョン層が前記パターン層の上にコーティングされてアセンブリを形成している、請求項６
に記載の印刷版原版。
【請求項８】
　前記アセンブリが支持体と反対側の前記光重合性層の表面に積層されている、請求項７
に記載の印刷版原版。
【請求項９】
　印刷版原版の製造方法であって、
ａ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含有する光重合性組成物を支持体上
に塗布して光重合性層を形成すること；
ｂ）前記支持体と反対側の前記光重合性層の表面上にインクを印刷してパターン層を形成
すること；
ｃ）印刷されたパターン層上の光重合性層の上に赤外線アブレーション組成物を塗布する
ことで赤外アブレーション層を形成することであって、前記赤外線アブレーション組成物
が（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）非赤外の化学線に対して不透明
な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、（ｉｉ
ｉ）少なくとも１種の第２のバインダーとを含むこと；
を含む、印刷版原版の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、米国特許法第１１９条の下、２０１５年６月２日付けで出願された米国仮特
許出願第６２／１６９９０１号に基づく優先権を主張する。
【０００２】
１．本開示の分野
　本発明は、感光性要素及び感光性要素からの印刷版の作製方法に関し、特には、凸版印
刷に好適な印刷版を形成するために有用な印刷版原版である感光性要素に関する。
【背景技術】
【０００３】
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２．先行技術の記載
　フレキソ印刷版は、段ボール箱から厚紙箱及びプラスチックフィルムの連続ウェブに至
るまでの包装材料の印刷のために幅広く使用されている。フレキソ印刷版は、隆起した画
像表面からインクが運ばれ、基材に転写される凸版印刷において有用である。フレキソ印
刷版は、米国特許第４，３２３，６３７号明細書及び米国特許第４，４２７，７５９号明
細書に記載のものなどの光重合性組成物から作製することができる。感光性要素は、通常
、支持体とカバーシート若しくは多層カバー要素との間に挟まれている光重合性組成物の
固体層を有する。光重合性要素は、化学線に露光されると架橋又は硬化するこれらの能力
によって特徴付けられる。
【０００４】
　光重合性要素は、フレキソ凸版印刷版へと変換される多段階プロセスを受ける。光重合
性要素は、いわゆるアナログワークフロー用の画像を保持する図柄（写真のネガフィルム
、ポジフィルム、若しくはフォトツール（例えばハロゲン化銀フィルム）など）を介して
、又はいわゆるデジタルワークフロー用の光重合性層の上方に既に形成されている放射に
不透明な領域を有するｉｎ－ｓｉｔｕマスクを通して、化学線に画像様に露光される。化
学線への露光は、典型的には紫外（ＵＶ）線を用いて行われる。化学線は透明な領域を通
って感光性要素に入射し、ポジフィルム又はｉｎ－ｓｉｔｕマスクの、黒い若しくは不透
明の領域への入射は妨げられる。化学線に露光された光重合性層の領域は架橋して硬化し
；露光されなかった光重合性層の領域、すなわち露光時にポジフィルム又はｉｎ－ｓｉｔ
ｕマスクの不透明領域の下にある領域は、架橋又は硬化せず、洗浄溶液又は熱で処理され
ることによって除去されて印刷に好適なレリーフ画像を残す。全ての必要とされる処理工
程の後、次いで印刷版はシリンダーに取り付けられて印刷に使用される。
【０００５】
　アナログワークフローは、中間体、すなわち写真のネガフィルム、ポジフィルム、若し
くはフォトツールを作製することを含む。ハロゲン化銀フィルムからなどのフォトツール
の作製は、別個の処理装置及び化学現像液を必要とし得る、複雑であり、コストがかかり
、また時間がかかる方法である。代替方法として、フォトツールは熱現像フィルムから又
はインクジェット法により作製することもできる。また、フォトツールは温度及び湿度の
変化によって寸法がわずかに変化する場合があることから、フォトツールを使用すると品
質の問題が生じる場合があり、また、フォトツール及び光重合性ポリマー版の全ての表面
を洗浄し、ほこりや汚れがない状態にする必要がある。そのような異物の存在は、フォト
ツールと版との間の密着不良のみならず画像アーティファクトも生じさせる場合がある。
【０００６】
　アナログワークフローの代替手段はデジタルワークフローと呼ばれており、これは別個
のフォトツールの作製を必要としない。原版としての使用に好適な感光性要素及びデジタ
ルワークフローにおけるｉｎ－ｓｉｔｕマスクの形成が可能な方法は、米国特許第５，２
６２，２７５号明細書；米国特許第５，７１９，００９号明細書；米国特許第５，６０７
，８１４号明細書；米国特許第６，２３８，８３７号明細書；米国特許第６，５５８，８
７６号明細書；米国特許第６，９２９，８９８号明細書；米国特許第６，６７３，５０９
号明細書；米国特許第６，０３７，１０２号明細書；及び米国特許第６，２８４，４３１
号明細書に記載されている。原版又は原版を有する集合体は、レーザー光、典型的には赤
外レーザー光に対して感受性を有し、化学線に対して不透明である層を含む。赤外線感受
性層は、デジタル画像化ユニットのレーザー光に画像様に露光され、それにより赤外線感
受性材料は集合体の重ねられているフィルムから除去されるか、これの上に／これから転
写され、光重合性層に隣接する放射に不透明な領域と透明な領域とを有するｉｎ－ｓｉｔ
ｕマスクを形成する。従来、原版は大気酸素の存在下（真空は必要とされないため）でｉ
ｎ－ｓｉｔｕマスクを介して化学線に露光される。１つには画像様露光時の大気酸素の存
在のため、フレキソ印刷版はアナログワークフローで形成されるレリーフ構造とは異なる
レリーフ構造（両方のワークフローでの同じ大きさのマスク開口に基づく）を有する。デ
ジタルワークフローは、具体的な原版の化学的性質及び化学線照射に応じて、レリーフ構
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造に対応するｉｎ－ｓｉｔｕマスクの開口よりも大幅に小さいその最上面（すなわち印刷
面）の表面領域を有するレリーフ構造中の隆起した要素（すなわちドット又はライン）を
形成する。デジタルワークフローは、印刷小ドットである隆起した要素（すなわち隆起面
要素）の構造が異なるレリーフ画像を生じさせ、この構造は典型的にはより小さく、丸み
を帯びた頂部及び湾曲した側壁形状を有し、しばしばドット鮮鋭化効果と呼ばれる。アナ
ログワークフローによって生じるドットは、典型的には円錐形であり、平坦な頂部を有す
る。デジタルワークフローによって形成されるレリーフ構造は、白色へと次第に色が薄く
なるより微細な印刷ハイライトドット、拡大した印刷可能な色調範囲、及び鮮明な線画な
どの有益な印刷特性を生じさせる。そのため、デジタルワークフローは、その使用し易さ
及び望ましい印刷性能のため、フレキソ印刷版を製造するための望ましい方法として広く
受け入れられている。しかし、このドット鮮鋭化効果は全ての最終使用用途で有益である
と見なされているわけではない。
【０００７】
　フリーラジカル光重合プロセスにおいて、露光の際に酸素（Ｏ2）が存在すると、反応
性モノマー分子間の一次反応が起こる一方で、フリーラジカル分子が酸素と反応する副反
応が生じることが当業者に知られている。この副反応は、重合又は架橋分子形成を遅らせ
るため、阻害（すなわち酸素阻害）として知られている。多くの先行の開示が、化学線へ
の光重合露光が、空気中（デジタルワークフローの場合と同様）、真空下（アナログワー
クフローの場合と同様）、又は不活性環境で行われることが望ましいことを認識している
。米国特許第８，２４１，８３５号明細書に開示されているように、従来のデジタルワー
クフローが改良されており、その中では、原版の画像様露光は、不活性ガスと大気酸素よ
りも少ないが完全な不活性ガス環境よりも多い酸素濃度（すなわち酸素濃度が１９０，０
００パーツパーミリオン（ｐｐｍ）～１００ｐｐｍである）とを有する環境で行われる。
改良されたデジタルワークフローによって、従来のデジタルワークフローに関連するレリ
ーフのフィーチャのドット鮮鋭効果を回避しつつもデジタルワークフローの利用し易さが
もたらされることで、アナログ様の外観を有するレリーフのフィーチャが形成される。
【０００８】
　更に、多くの場合は、画像、特にはインクの均一な濃い被覆、いわゆるベタインク濃度
を有するベタ領域、を印刷するためのフレキソ凸版印刷版が望ましい。特には大面積での
、印刷版からの基板へのインクの移動又は広がりが乏しいと、斑点や粒状性などの印刷欠
陥が生じる。溶剤系印刷インク及びＵＶ硬化性印刷インクを用いると特に不満足な印刷の
結果が得られる。
【０００９】
　フレキソ凸版印刷版によって印刷される画像のベタ領域のインク濃度を試験して改善す
るための数多くの方法が存在する。ベタインク濃度を改善するための１つの方法は、印刷
版と基材との間の物理的な押し付けを増加させることである。これは印刷版のベタインク
濃度を増加させる一方で、増加した圧力がより小さい版の要素を変形させる傾向があり、
結果としてドットゲインの増加及び解像度のロスを生じさせるであろう。粗面を有する凸
版印刷版は、滑らかな表面よりもより多くのインクを保持し、その結果より多くのインク
を基材に転写することができることから、そしてより均一な外観を生じうることから、ベ
タインク濃度を改善するためのもう１つの方法は、凸版印刷版の表面積を増加させること
を含む。しかし、表面の粗さは、インクの転写を増加させるのに十分である必要があるが
、これは最終的な印刷物に望ましくないアーティファクトを生じさせ得ることから、直接
印刷するための控えめなフィーチャ（ｄｉｓｃｒｅｅｔ　ｆｅａｔｕｒｅｓ）を生じさせ
るほどには多くない必要がある。マット層を有しておりアナログワークフローによって作
製される印刷版は、典型的には粗面をうまく保持するものの、いくつかの事例においては
、従来のデジタルワークフローにより作製される場合にはドット鮮鋭効果のため粗面の微
細構造が若干失われ得る。
【００１０】
　ベタスクリーニングは、フレキソ印刷におけるベタインク濃度を改善するための周知の
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方法である。ベタスクリーニングは、パターンが印刷プロセスにおいて再現（すなわち印
刷された画像）されないほどに十分に小さく、またパターンが通常のすなわちスクリーニ
ングされていない印刷面と実質的に異なるように十分に大きい、凸版印刷版のベタ印刷領
域にパターンを形成することからなる。ベタスクリーニングのために使用される小さいフ
ィーチャのパターンは、多くの場合プレートセルパターン又はマイクロセルパターンと呼
ばれる。
【００１１】
　英国特許出願公開第２２４１３５２Ａ号明細書には、感光性樹脂版の上に、光学的に透
明な領域及び光学的に不透明な領域を含む写真マスクと、複数の不透明な分離ドット又は
他の幾何学的形態を有するスクリーンとを介して感光性樹脂層に化学線を露光し、版を現
像することで、感光性樹脂層の露光部のレリーフの平らな面に複数の窪みを形成すること
による、複数のウェル状の窪みを有する感光性樹脂版の作製方法が開示されている。
【００１２】
　米国特許第６，４９２，０９５号明細書中で、Ｓａｍｗｏｒｔｈは、複数の非常に小さ
い浅いセルによって覆われているベタ画像領域を有するフレキソ印刷版を開示している。
セルは、スクリーニングされたフィルムのハーフトーンネガ、中間体フォトマスクによっ
て、又はマスクとして使用される版の上の最上層によって形成される。
【００１３】
　現在、インクの均一な濃い被覆、すなわちベタインク濃度を有するベタ印刷のための凸
版印刷版の能力を改善するために、様々なマイクロセルパターンが広く使用されている。
マイクロセルパターンは、印刷されるインク濃度の改善のためにベタ領域において使用さ
れ得るだけではなく、文字列、線画、ハーフトーンのため、すなわちインク転写特性の改
善が実現されるあらゆる種類の画像要素のためにも使用され得る。デジタルワークフロー
においては、マイクロセルパターンは、通常は赤外レーザー光であるレーザー光を使用す
るｉｎ－ｓｉｔｕマスクの形成によってマイクロセルパターンを組み込むために、デジタ
ル画像化ユニットにより使用されるデジタルファイルへと加工される。つまり、マイクロ
セルパターンはｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成する赤外線感受性層から形成される。マイク
ロセルパターンは、改善されたベタインク濃度が望まれる画像領域（多くの場合ベタ）上
に、デジタルファイル中で効果的に重ね合わされる。パターンの例は、例えば４００ライ
ン毎インチでの９６％のハーフトーンドット（約６４ミクロン離れた直径約１４ミクロン
の化学線遮蔽ドットの配列を表す）などの小さい「ネガ」（化学線を遮蔽）のフィーチャ
；及び、例えば１４００ライン毎インチでの１２％のハーフトーンドット（約１８ミクロ
ン離れた直径約７ミクロンの化学線通過ドットの配列を表す）などの遥かに互いに近い、
小さい「ポジ」（化学線が通過）のフィーチャである。小さい「ポジ」のフィーチャの後
者の例においては、従来のデジタルワークフローと関連する酸素の影響（ドット鮮鋭性）
は、凸版印刷版のベタ印刷領域におけるマイクロセルパターンの保持能力に影響を与え得
る。典型的には、形成されるマイクロセルのパターンが微細なほど、つまり各セルの大き
さがより小さくセルの間隔がより狭いほど、よい結果が得られる。この方法についての１
つの問題は、追加的なセルが感光性要素のレーザー画像化ユニットによるレーザー画像化
に要する時間を増加させることである。より微細なマイクロセルパターンを得るためには
、デジタル画像化ユニットを製造する会社は、画像化装置の光学解像度を改善するだけで
なく画像化用ソフトウェアも改善しなければならなかった。双方の態様は、画像化装置の
コスト及び感光性要素を画像化するために要する時間を実質的に増加させる。
【００１４】
　米国特許出願公開第２０１０／０１４３８４１号明細書において、Ｓｔｏｌｔらは、原
版の画像領域のデジタルパターニングによる凸版印刷版のベタインク濃度の印刷能力を向
上させるための方法を開示している。Ｓｔｏｌｔらは、画像マスクを製造するために使用
されるハーフトーンデータ中の全ての画像フィーチャ領域にパターンを適用することを開
示しており、これはその後原版を凸版印刷版へと変換するために使用される。処理後、印
刷版はレリーフのフィーチャの表面にパターンを解像するレリーフ画像を保持し、印刷さ
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れたベタインク濃度を維持又は増加させるためのベタレリーフのフィーチャを与える。こ
の方法の問題は、その後積層により原版の光重合性層と接触するフォトツールが形成され
ることから、これが本質的にアナログワークフローのままであるということである。
【００１５】
　そのため、印刷された基材へのインクの転写を改善するための、及びインクの均一な濃
い被覆を有する特にはベタ領域を印刷するための、印刷品質のための増加する要求を満た
す凸版印刷版が必要とされている。印刷版が、微細な印刷要素及びハイライトドットの印
刷を含む完全な階調範囲の印刷が可能なレリーフ構造を有し、それによって改善された印
刷品質を提供することも望ましい。感光性印刷版原版から凸版印刷版の作製において、単
純で比較的迅速でありながらも、ドットゲイン及び／又は画像解像度への悪影響なしに基
材へのインクの転写を改善するレリーフ構造を有する印刷版を提供することができる、方
法が必要とされている。アップグレード又は新規なデジタル画像化装置及びソフトウェア
の購入のための追加的な費用なしで、並びにマイクロセルパターンを形成するための高解
像度の画像化のための生産性のロスなしに、高品質な印刷に必要なフィーチャを備えたレ
リーフ構造を有する印刷版を生じるその容易性及び単純性のため、デジタル様のワークフ
ローを利用する方法が望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　ある実施形態は、
第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線ア
ブレーション層であって、
　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　（ｉｉ）放射に不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも異なっていてもよ
い材料と、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、
を含む赤外線アブレーション層；並びに
光重合性層と赤外線アブレーション層との間に配置されており複数のフィーチャを含むパ
ターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化学線に対して
不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される、パターン層；
を含む印刷版原版を提供する。
【００１７】
　別の実施形態は、パターン層が、支持体と反対側の光重合性層の表面上に印刷されるこ
とを規定する。
【００１８】
　別の実施形態は、赤外線アブレーション層が、印刷されたパターン層の上の光重合性層
にコーティングされることによって設けられることを規定する。
【００１９】
　別の実施形態は、パターン層が、光重合性層の表面と隣接する及び実質的に接触する赤
外線アブレーション層の表面上に印刷されることを規定する。
【００２０】
　別の実施形態は、インクがシアンインクであることを規定する。
【００２１】
　別の実施形態は、インクがＵＶ吸収性材料を含むことを規定する。
【００２２】
　別の実施形態は、
第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線ア
ブレーション層であって、
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　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　（ｉｉ）放射に不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも異なっていてもよ
い材料と、
　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、
を含む赤外線アブレーション層；
カバーシート；並びに
赤外線アブレーション層とカバーシートとの間に配置されており複数のフィーチャを含む
パターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化学線に対し
て不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される、パターン層；
を含む印刷版原版を提供する。
【００２３】
　別の実施形態は、パターン層がカバーシートの表面上に印刷され、赤外線アブレーショ
ン層が印刷されたパターン層の上にコーティングされることによって形成されることでア
センブリが形成されることを規定する。
【００２４】
　別の実施形態は、アセンブリが赤外線への露光によってアブレーションされ、支持体と
反対側の光重合性層の表面に積層されることによって設けられることを規定する。
【００２５】
　別の実施形態は、赤外線アブレーション層が２．０超の透過光学濃度を有することを規
定する。
【００２６】
　別の実施形態は、
ａ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含有する光重合性組成物を支持体上
に塗布して光重合性層を形成すること；
ｂ）支持体と反対側の光重合性層の表面上にインクを印刷してパターン層を形成すること
；
ｃ）印刷されたパターン層上の光重合性層の上に赤外アブレーション組成物を塗布するこ
とで赤外アブレーション層を形成することであって、赤外線アブレーション組成物が（ｉ
）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）放射不透過性材料であって、（ｉ）と
（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２
のバインダーとを含むこと；
を含む、印刷版原版の製造方法を提供する。
【００２７】
　別の実施形態は、パターン層が複数のフィーチャを含み、各フィーチャが５～７５０平
方ミクロンの面積を有し、インクが化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明である
ことを規定する。
【００２８】
　別の実施形態は、
ａ）仮支持体上に赤外線感受性組成物を塗布して赤外線アブレーション層を形成すること
；
ｂ）仮支持体と反対側の赤外線アブレーション層の表面上にインクで複数のフィーチャを
印刷して表面上にパターン層を形成することであって、パターン層が複数のフィーチャを
含み、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し、インクが化学線に対して不
透明かつ赤外線に対して透明であり、それによりデジタルカバーシートが形成されること
；
ｃ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含有する光重合性組成物を塗布して
、支持体とデジタルカバーシートとの間に光重合性層を形成することであって、パターン
層が光重合性層と赤外線アブレーション層との間に配置されること；
を含む、印刷版原版の製造方法を提供する。
【００２９】
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　別の実施形態は、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）放射不透過性
材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、（ｉｉｉ
）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含有する赤外線感受性組成物を提供する。
【００３０】
　別の実施形態は、
ａ）カバーシートの表面上にインクで複数のフィーチャを印刷して表面上にパターン層を
形成することであって、パターン層が複数のフィーチャを含み、各フィーチャが５～７５
０平方ミクロンの面積を有し、インクが化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明で
あること；
ａ）パターン層に赤外線感受性組成物を塗布して赤外線アブレーション層を形成すること
；
ｂ）赤外線に露光して赤外線アブレーション層にアブレーションを生じさせること；
ｃ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含む光重合性層の表面であり光重合
性層の支持体と反対側である表面に積層することであって、パターン層が赤外線アブレー
ション層とカバーシートとの間に配置されること；
を含む、印刷版原版の製造方法を提供する。
【００３１】
　別の実施形態は、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）放射不透過性
材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、（ｉｉｉ
）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含有する赤外線感受性組成物を提供する。
【００３２】
　別の実施形態は、
ａ）赤外レーザー光により赤外線アブレーション層を画像様に除去することで原版のマス
クを形成することであって、原版は、第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含
む光重合性層；赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明
である赤外線アブレーション層であって、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
（ｉｉ）放射に不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも異なっていてもよい
材料と、（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含む赤外線アブレーション
層；並びに、光重合性層と赤外レーザー光アブレーション層との間に配置されており複数
のフィーチャを含むパターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積
を有し化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される、パタ
ーン層；を含み、更にマスクが化学線不透過領域と開口領域を含み、パターン層のフィー
チャが開口領域に残ったままであること；
ｂ）マスクを介して原版を化学線に全面露光して光重合性層の中に露光部と未露光部を形
成すること；
ｃ）工程ｂ）の原版を処理して、工程ａ）時に除去されなかった赤外線アブレーション層
と光重合性層の未露光部とを除去することにより、印刷用のレリーフ面を形成すること；
を含む、印刷版原版からの凸版印刷版の作製方法を提供する。
【００３３】
　また別の実施形態は、工程ｂ）の全面露光が、不活性ガスと１９０，０００ｐｐｍ～１
００ｐｐｍの酸素濃度とを有する環境下であることを規定する。
【００３４】
　本実施形態のこれらの及び他の特徴及び有利性は、以下の詳細な説明を読むことで当業
者により容易に理解されるであろう。明確にするため、別々の実施形態として前述又は後
述される本発明の特定の特徴は、単一の実施形態の組合せにおいてもたらされ得る。反対
に、単一の実施形態に関連して記載される本発明の様々な特徴は、別々に又は任意の下位
の組合せにおいてももたらされ得る。
【００３５】
　本発明は、以降に記載の添付の図面に関しての以下の詳細な説明からより完全に理解す
ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】印刷版原版である感光性要素の断面のある実施形態の略図であり、感光性要素は
、支持体上の光重合性層；赤外線感受性かつ放射不透過性であり光重合性層の上方に配置
されているデジタル画像を形成可能な層；及び、デジタル画像を形成可能な層と光重合性
層との間に配置されている予め印刷されているマイクロセルパターンの層；を含む。
【図２】図１中で示されている感光性要素のある実施形態の略図であり、この中でｉｎ－
ｓｉｔｕマスクは、開口領域と放射不透過領域とを含むようにデジタル画像を形成可能な
層から形成されており、予め印刷されているマイクロセルパターンの層はデジタル画像を
形成可能な層と光重合性層との間に配置されており、マスクの開口領域に残る。
【図３ａ】図３ａは実施例１及び２の試験１についてのデジタルカバーシートを形成する
ために繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパタ
ーンは、３６個のブロックのうちの４個のブロックが黒色である６×６個のセルのブロッ
クからなり、マスク透過率は１１．１％である。
【図３ｂ】図３ｂは実施例１及び２の試験２についてのデジタルカバーシートを形成する
ために繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパタ
ーンは、２４個のブロックのうちの４個のブロックが黒色である４×６個のセルのブロッ
クからなり、マスク透過率は１６．７％である。
【図３ｃ】図３ｃは実施例１及び２の試験３についてのデジタルカバーシートを形成する
ために繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパタ
ーンは、２４個のブロックのうちの４個のブロックが黒色である６×４個のセルのブロッ
クからなり、マスク透過率は１６．７％である。
【図３ｄ】図３ｄは実施例１及び２の試験４についてのデジタルカバーシートを形成する
ために繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパタ
ーンは、１６個のブロックのうちの４個のブロックが黒色である４×４個のセルのブロッ
クからなり、マスク透過率は２５％である。
【図３ｅ】図３ｅは実施例１の試験５についてのデジタルカバーシートを形成するために
繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパターンは
、１２個のブロックのうちの４個のブロックが黒色である３×４個のセルのブロックから
なり、マスク透過率は３３％である。
【図３ｆ】図３ｆは実施例２の試験５についてのデジタルカバーシートを形成するために
繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパターンは
、３６個のブロックのうちの６個のブロックが黒色である６×６個のセルのブロックから
なり、マスク透過率は１６．７％である。
【図３ｇ】図３ｇは、レーザーアブレーション可能な層の上に図３ｂの繰り返しセルパタ
ーン単位を最初に印刷し、次いで既に印刷されているセルパターンの層の上に図３ｃの繰
り返しセルパターン単位を印刷することによる、実施例２の試験６についてのデジタルカ
バーシート上に形成されると見込まれた意図されたセルパターン単位のある実施形態であ
る。
【図３ｈ】図３ｈは実施例３の試験１についてのデジタルカバーシートを形成するために
繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパターンは
、１６個のブロックのうちの２個のブロックが黒色である４×４個のセルのブロックから
なり、マスク透過率は１２．５％である。
【図３ｉ】図３ｉは実施例３の試験２についてのデジタルカバーシートを形成するために
繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施形態であり、この中のセルパターンは
、２２５個のブロックのうちの６０のブロックが黒色である１５×１５個のセルのブロッ
クからなり、マスク透過率は２６．７％である。
【図３ｊ】図３ｊは、実施例３の試験３についてのデジタルカバーシートを形成するため
に、同じ繰り返しセルパターンを、１回目と、９０°回転させたセルパターンでの２回目
とで逐次的に印刷することによって、繰り返され使用されるセルパターン単位のある実施
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形態であり、この中のセルパターンは、４個のブロックのうちの１個のブロックが黒色で
ある４×１個のセルのブロックからなり、マスク透過率は２５％である。
【図４ａ】図４ａは赤外線でアブレーション可能な層の上にインクで印刷された全体のセ
ルパターンを有する試験１のデジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、この中
で試験１のセルパターンは図３ａに示されているセルパターン単位の繰り返しによって形
成された。
【図４ｂ】図４ｂは赤外線でアブレーション可能な層の上にインクで印刷された全体のセ
ルパターンを有する試験２のデジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、この中
で試験２のセルパターンは図３ｂに示されているセルパターン単位の繰り返しによって形
成された。
【図４ｃ】図４ｃは赤外線でアブレーション可能な層の上にインクで印刷された全体のセ
ルパターンを有する試験３のデジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、この中
で試験３のセルパターンは図３ｃに示されているセルパターン単位の繰り返しによって形
成された。
【図４ｄ】図４ｄは赤外線でアブレーション可能な層の上にインクで印刷された全体のセ
ルパターンを有する試験４のデジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、この中
で試験４のセルパターンは図３ｄに示されているセルパターン単位の繰り返しによって形
成された。
【図４ｅ】図４ｅは赤外線でアブレーション可能な層の上にインクで印刷された全体のセ
ルパターンを有する試験５のデジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、この中
で試験５のセルパターンは図３ｅに示されているセルパターン単位の繰り返しによって形
成された。
【図４ｆ】図４ｆは実施例２に記載の凸版印刷の後の実施例２の試験６についてのデジタ
ルカバーシートを撮影した顕微鏡画像であり、試験６のデジタルカバーシートを形成する
ための、赤外線感受性要素の赤外線感受性のアブレーション可能な層の上面の、特定の組
み合わせの印刷されたインクのセルパターンを示している。インクの２つの異なるセルパ
ターン（すなわち、図３ｂで示されている繰り返しセルパターン単位と図３ｃで示されて
いる繰り返しセルパターン単位）の特定の組み合わせは、引き続き実施例２の試験６のデ
ジタルカバーシートを形成するために、赤外線感受性要素の赤外線感受性のアブレーショ
ン可能な層の上面に印刷された。
【図５ａ】図５ａは、増加したインク濃度を有するベタ印刷した試験１の凸版印刷版の隆
起した印刷面の顕微鏡画像であり、図４ａに示されているデジタルカバーシートにより印
刷版原版に組み込まれた印刷されたセルパターンによって形成された印刷面中のマイクロ
セルのパターンを示す。
【図５ｂ】図５ｂは、増加したインク濃度を有するベタ印刷した試験２の凸版印刷版の隆
起した印刷面の顕微鏡画像であり、図４ｂに示されているデジタルカバーシートにより印
刷版原版に組み込まれた印刷されたセルパターンによって形成された印刷面中のマイクロ
セルのパターンを示す。
【図５ｃ】図５ｃは、増加したインク濃度を有するベタ印刷した試験３の凸版印刷版の隆
起した印刷面の顕微鏡画像であり、図４ｃに示されているデジタルカバーシートにより印
刷版原版に組み込まれた印刷されたセルパターンによって形成された印刷面中のマイクロ
セルのパターンを示す。
【図５ｄ】図５ｄは、ベタ印刷した試験４の凸版印刷版の隆起した印刷面の顕微鏡画像で
あり、図４ｄに示されているデジタルカバーシートにより印刷版原版に組み込まれた印刷
されたセルパターンによって形成された印刷面中の構造を示す。
【図５ｅ】図５ｅは、ベタ印刷した試験５の凸版印刷版の隆起した印刷面の顕微鏡画像で
あり、図４ｅに示されているデジタルカバーシートにより印刷版原版に組み込まれた印刷
されたセルパターンによって形成された印刷面中の構造を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
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　以降の詳細な説明全体を通じて、図面の全ての図中の類似の参照符号は類似の要素を意
味する。
【００３８】
　特段の指示がない限り、本明細書で使用される以下の用語は下で定義される通りの意味
を有する。
【００３９】
　「化学線」とは、感光性組成物の物理的又は化学的な特徴を変化させるために反応又は
反応群を開始させることができる放射のことをいう。
【００４０】
　「ライン毎インチ」（ＬＰＩ）とは、ハーフトーンスクリーンを使用する系における印
刷解像度の尺度のことをいう。これは、ハーフトーン格子中でラインが互いにどれだけ近
接しているかの尺度である。ＬＰＩが大きいほど、一般的に画像の細かさ及び鮮鋭性が大
きいことを示す。
【００４１】
　「ハーフトーン」は、画像を様々な大きさかつ中心間が等間隔のドットへと変換するス
クリーニングプロセスによる連続階調の画像の再現のために使用される。ハーフトーンス
クリーンによって、インクなどの印刷媒体の転写（又は非転写）により印刷される画像中
の濃淡（又はグレー）領域を形成することができる。
【００４２】
　「連続階調」とは、スクリーニングされなかった切れ目のない傾斜階調を含む、事実上
無制限の範囲の色又はグレーの濃淡を有する画像のことをいう。
【００４３】
　「ドット毎インチ」（ＤＰＩ）とは、階調画像中のドット構造の頻度であり、空間的な
印刷ドット濃度の尺度であり、特には、１直線インチ（２．５４ｃｍ）の間隔内に配置さ
れ得る個々のドットの数である。ＤＰＩ値は、画像解像度と相関する傾向がある。グラフ
ィック用途のための典型的なＤＰＩ範囲は７５～１５０であるが、３００に達する場合も
ある。
【００４４】
　「線スクリーン解像度」は、「スクリーン線数」と呼ばれることもあり、ハーフトーン
スクリーン上の１インチ当たりの線又はドットの数である。
【００４５】
　「光学濃度（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｅｎｓｉｔｙ）」又は単に「濃度（ｄｅｎｓｉｔｙ）
」は、画像の暗さ（光の吸収又は不透明性）の程度であり、次の関係式から決定すること
ができる：
　濃度＝ｌｏｇ10｛１／反射率｝
式中の反射率は｛反射光の強度／入射光の強度｝である。濃度は、通常はＩＳＯ　５／３
：２００９写真及びグラフィック技術のための国際規格－濃度測定－第３部：分光条件、
に準拠して計算される。
【００４６】
　「ベタインク濃度」とは、印刷色の最大量を示すことが意図される印刷面の濃度の尺度
である。
【００４７】
　「粒状性」とは、印刷領域の濃度の変動のことをいう。ＩＳＯ－１３６６０国際印刷品
質規格は、これを「全方向での０．４サイクル毎ミリメートル超の空間周波数での濃度の
非周期的な変動」として規定する。粒状性のＩＳＯ－１３６６０の測定は、多数の４２μ
ｍの正方形である小さい面積の濃度の標準偏差である。
【００４８】
　図３ａ～図３ｊはそれぞれ、予め形成されているマイクロセルパターンを含む本発明の
凸版印刷版原版に組み込むための、インクでマイクロセルパターンを印刷することが可能
な印刷版の生成で使用できるセルパターン単位のある実施形態である。セルパターン単位
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は繰り返し可能であり、またファイルとして保存され、実施例１で例示されているある実
施形態、実施例２で例示されている別の実施形態、及び実施例３で例示されている更に別
の実施形態においては、これは凸版印刷版原版の赤外線感受性層を選択的にアブレーショ
ンして原版上にｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成するために、赤外レーザー光を照射するデジ
タル画像化ユニットにより使用される。セルパターン単位は、赤外レーザー光により除去
されるかアブレーションされる赤外線感受性層の領域を表す黒いブロックと、印刷版原版
上に残る赤外線感受性層の領域を表す透明又は白いブロックと、を含む。セルパターン単
位は、パターン中の黒いブロックの総数をブロックの総数で割ることによって得られるパ
ーセントマスク透過率の値を有する。原版を凸版印刷版へと変換するための適切な露光工
程及び処理工程の後、凸版印刷版は、凸版印刷版原版で使用されるマイクロセルパターン
として有用なパターンのインクでの印刷が可能なレリーフ面を有する。
　「セルパターン単位」とは、マイクロセルパターンの最も小さい繰り返し構造のことを
いう。いくつかの実施形態が図３ａ～図３ｊに示されているセルパターン単位は、望まし
い被覆率を与えるためにタイル表示又は繰り返されているビットマップファイルであり、
マイクロセルパターン、すなわち、本発明の感光性要素の層としての「印刷されたマイク
ロセルパターン」を印刷するために使用される印刷原版のデジタル層のマスクを形成する
ために、デジタル画像化ユニットによって使用される。各セルパターン単位は、赤外レー
ザー光により除去されるかアブレーションされる印刷原版のデジタル層の領域を表す黒い
ブロックと、原版に残るデジタル層の領域を表す透明又は白いブロックとを含む。各ブロ
ックは４０００ピクセル毎インチのピクセルを表し、これは一辺が６．３５ミクロンの大
きさになる。
【００４９】
　「印刷されたマイクロセルパターン」とは、本発明の感光性要素の製造のいくつかの段
階で組み込むために印刷されるパターンを全体として形成する、フィーチャの複合体のこ
とをいう。感光性要素の中に組み込むために特定のインクを用いて複数のフィーチャが印
刷されている、印刷されたマイクロセルパターンは、デジタル画像化装置によって赤外レ
ーザー光を用いて感光性要素のデジタル層中に従来形成されるマイクロセルパターンとは
区別される。
【００５０】
　「セルパターン層」とは、本発明の感光性要素に一体化された層を形成する印刷された
マイクロセルパターンのことをいい、化学線源と、得られる凸版印刷版の印刷面に最終的
になる感光性層の表面との間に位置合わせされる。
【００５１】
　「マイクロセル」とは、印刷面を変更する画像要素又はマイクロセルのことをいい、こ
れは小さい窪み及び／又は非常に小さい反転のようにみえる場合があり、これは本発明の
感光性要素から得られる印刷版上の最も小さい周期構造間の間隔よりも、少なくとも１つ
の寸法でそれぞれ小さい。マイクロセルは、凸版印刷版によって基材上に印刷されるイン
クの均一性及び見かけ濃度を改善するために設計される凸版印刷版の印刷面上の不規則な
部分である。いくつかの実施形態においては、凸版印刷版のマイクロセルは、本発明の感
光性要素に組み込まれた印刷されたマイクロセルパターンのフィーチャと一致する場合が
ある。
【００５２】
　「マイクロセルパターン」とは、本発明の感光性要素から得られる凸版印刷版の印刷面
を変更するパターンを全体として形成する、画像要素又はマイクロセルの複合体のことを
いう。
【００５３】
　用語「パターン」は、「セルパターン単位」、「マイクロセルパターン」、「印刷され
たマイクロセルパターン」及び「セルパターン層」に関するものに限定されず、１つ又は
２つの方向にランダム、疑似ランダム、又は規則的である個々のフィーチャパターンの複
合体として含まれるための、互いに対する個々のフィーチャの配置のことをいう。
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【００５４】
　「可視光線又は可視光」とは、放射波長範囲が約３９０～約７７０ｎｍの、ヒトの目で
検出できる電磁放射線の範囲ことをいう。
【００５５】
　「赤外線又は赤外光」とは、約７７０～１０6ｎｍの放射波長のことをいう。
【００５６】
　「紫外線又は紫外光」とは、約１０～３９０ｎｍの放射波長のことをいう。
【００５７】
　赤外、可視、及び紫外について示した波長範囲は一般的指針であり、一般的に紫外線と
みなされるものと可視光線とみなされるものとの間、及び一般的に可視光線とみなされる
ものと赤外線とみなされるものとの間にはいくらかの放射波長の重なりが存在し得ること
に留意すべきである。
【００５８】
　「白色光」とは、太陽光のように全ての可視光の波長をほぼ等しい強度で含む光のこと
をいう。
【００５９】
　「室内光」とは、部屋に通常の照明をもたらす光のことをいう。室内光は、可視光の全
ての波長を含んでいても含んでいなくてもよい。
【００６０】
　用語「感光性」は、感光性組成物が化学線に応答すると反応又は反応群、特には光化学
反応を開始させることができる、任意の系を包含する。化学線に露光すると、縮合機構又
はフリーラジカル付加重合のいずれかによって、モノマー及び／又はオリゴマーの連鎖成
長重合が誘起される。全ての光重合性機構が考えられるものの、本発明の組成物及び方法
は、１つ以上の末端エチレン性不飽和基を有するモノマー及び／又はオリゴマーのフリー
ラジカルによって開始される付加重合に関して記載される。これに関し、光開始剤系は、
化学線に露光されると、モノマー及び／又はオリゴマーの重合を開始するために必要なフ
リーラジカル源として機能することができる。モノマーは非末端エチレン性不飽和基を有
していてもよく、及び／又は、組成物は架橋を促進するバインダー若しくはオリゴマーな
どの１種以上の他の成分を含有してもよい。そのため、「光重合性」という用語は、光重
合性、光架橋性、又はその両方の系を包含することが意図されている。本明細書において
、光重合は硬化と呼ばれる場合もある。感光性要素は、本明細書において、感光性原版、
感光性印刷原版、印刷原版、及び原版と呼ばれる場合もある。
【００６１】
　本明細書において、用語「固体」は、一定の体積又は形状を有し、その体積又は形状を
変えようとする力に抵抗する感光性層の物理的状態のことをいう。光重合性組成物の層は
室温（約５℃～約３０℃の温度）で固体である。光重合性組成物の固体層は、重合（光硬
化）されていても、重合されていなくても、又はその両方であってもよい。
【００６２】
　用語「デジタル層」は、レーザー光、特には赤外レーザー光によって応答する又はアブ
レーション可能な層、より具体的には赤外レーザー光によってアブレーション可能である
層を包含する。デジタル層は、赤外線ではない化学線に対して不透明でもある。デジタル
層は、本明細書においては赤外線感受性層、赤外線感受性アブレーション層、レーザーア
ブレーション可能な層、又は化学線不透過層とも呼ばれる場合がある。
【００６３】
　特段の指示がない限り、用語「感光性要素」、「印刷版原版」、「印刷原版」、及び「
印刷版」には、平判、プレート、シームレス連続版、円筒版、プレート・オン・スリーブ
、及びプレート・オン・キャリアなどの（ただしこれらに限定されない）、印刷用原版と
して適切な任意の形態の要素又は構造が包含される。
【００６４】
　本発明は、感光性要素、特には光重合性印刷版原版；印刷版を形成するための感光性要
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素の作製方法；及び感光性要素の製造方法に関する。感光性要素は、化学線に対して感受
性のある組成物（ほとんどの実施形態においては光重合性の組成物）の層を含む。感光性
要素は、感光性組成物の層と、感光性層と隣接するデジタル層と、セルパターン層とを含
む。セルパターン層は複数のフィーチャを含み、各フィーチャは５～７５０平方ミクロン
の面積を有し化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成される
。ほとんどの実施形態においては、デジタル層は赤外線によってアブレーション可能であ
り、赤外線ではない化学線に対して不透明である。セルパターン層はインクで予め印刷さ
れているマイクロセルパターン、すなわち印刷されたマイクロセルパターンであり、製造
時に感光性要素の中に組み込まれる。
【００６５】
　感光性要素に一体化された、印刷されたセルパターン層を有する本発明の感光性要素の
利点には、これがエンドユーザーの時間を節約し、感光性要素からの印刷版の作製におけ
る生産性を向上できることが含まれる。セルパターン層の存在は、エンドユーザーがデジ
タル画像化装置を用いてデジタル層中にマイクロセルパターンを形成する必要性をなくし
、また高速で運転される低解像度のデジタル画像化装置によってマスクをデジタル層に形
成できることから、印刷版の作製における生産性を向上させることができる。また、セル
パターン層は製造時に予め印刷されることから、セルパターンはグラビア印刷及び高解像
度フレキソ印刷などの高解像度のシステムを使用して形成及び印刷することができ、その
結果、デジタル層から版のセルパターン及びマスクを形成するための実質的に増加した画
像化時間を伴う高コストな高解像度のデジタル画像化装置が必要となることをエンドユー
ザーが回避することができる。更に、本発明の感光性原版から得られる凸版印刷版は、有
利には、印刷された基材へのインクの転写を改善するための、及び特にはインクの均一な
濃い被覆を有するベタ領域を印刷するための、並びに微細な印刷要素及びハイライトドッ
トの印刷を含む完全階調範囲の印刷を可能にする、印刷品質の増加する需要を満たす。
【００６６】
感光性要素
　感光性要素は、感光性組成物の層と、感光性層と隣接するデジタル層と、セルパターン
層とを含む。セルパターン層は、感光性要素の中に組み込まれるか、光重合性層と結合さ
れる別個の要素の中に組み込まれて感光性要素を形成する。ある実施形態においては、感
光性要素は、感光性組成物の層と、感光性層に隣接するデジタル層と、感光性層とデジタ
ル層との間に配置されているセルパターン層とを含む。別の実施形態においては、感光性
要素は、支持体と、支持体に隣接する感光性組成物の層と、支持体と反対側の感光性層の
面に隣接するデジタル層と、感光性層とデジタル層との間に配置されているセルパターン
層とを含む。また別の実施形態においては、感光性要素は、任意選択的な支持体に隣接す
る感光性組成物の層と、任意選択的な支持体と反対側の感光性層の面に隣接するデジタル
層と、感光性層の反対側のデジタル層の面の上又はそれより上方に配置されているセルパ
ターン層とを含む。任意選択的には、感光性要素は、デジタル層と反対側の感光性層の面
の上の支持体及び／又は感光性層と反対側のデジタル層の面の上のカバーシートを含んで
いてもよい。
【００６７】
　図１は、印刷版の作製に使用される印刷版原版１０である、本発明の感光性要素１０の
ある実施形態を示している。印刷版原版１０は、支持体１と、任意選択的な支持体１２の
上にあるか支持体１２に隣接している少なくとも１つの感光性組成物層１４と、支持体１
２と反対側の感光性の層１４の面１８に隣接するデジタル層１６と、感光性層１４とデジ
タル層１６との間に配置されているある実施形態のセルパターン層２０と、を含む。ほと
んどの実施形態においては、感光性層１４は光重合性組成物の層である。図１中で示され
ている原版１０は光重合性層１４から分離したデジタル層を有する分解組立図であり、そ
のため、セルパターン層２０の複数のフィーチャ２２は、デジタル層１６と光重合性層１
４との間に配置されており印刷版原版１０の中の層として一体化されているように見るこ
とができる。ほとんどの実施形態においては、インクで印刷されるセルパターン層２０の
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複数のフィーチャ２２はその隣接する層（すなわちデジタル層１６及び光重合性層１４）
と比較して非常に薄いため、セルパターン層は断面で実際には見えないであろう。この実
施形態においては、デジタル層は光重合性層と直接接触するように見えるであろう。
【００６８】
　任意選択的には、感光性要素１０は、１つ以上の追加的な層及び／又はカバーシートを
含んでいてもよいが、簡素化のために追加的な層及びカバーシートは図１の原版１０の実
施形態においては示されていない。取り外し可能なカバーシートは、光重合性層１４と反
対側のデジタル層１６の面の上又はそれより上方に配置されていてもよい。感光性要素１
０は、任意選択的にはデジタル層とセルパターン層との間にバリア層及び／又はワックス
層を含んでいてもよく、デジタル層と反対側のバリア層の面は実質的に光重合性層と接触
するであろう。感光性要素１０は、任意選択的には光重合性層とセルパターン層との間に
弾性キャッピング層を含んでいてもよく、その結果セルパターン層は弾性キャッピング層
とデジタル層との間に存在する。他の追加的な層も可能である。
【００６９】
　ほとんどの実施形態においては、印刷版は、フレキソ印刷版及び活版印刷版を包含する
凸版印刷版である。印刷最終用途のための感光性要素原版及び印刷版は、プレート及びシ
リンダーなどの任意の形状又は形態であってもよい。図１で示されている感光性印刷原版
１０の実施形態はプレート形態である。凸版印刷は、印刷版が画像領域から印刷する印刷
方法であり、印刷版の画像領域は隆起し、非画像領域は窪んでいる。凸版印刷にはフレキ
ソ印刷及び活版印刷が含まれる。
【００７０】
　凸版印刷版の印刷面の上に、非常に小さい画像要素のパターン（いわゆるマイクロセル
）を形成するその本来の目的に有用なセルパターン層２０を付与するためには、印刷され
たマイクロセルパターンであるセルパターン層は、化学線源と、得られる凸版印刷版の印
刷面に最終的になる感光性層の表面と、の間に位置合わせされる。感光性要素のほとんど
の実施形態においては、セルパターン層は、デジタル層と光重合性層との間に配置されて
いる印刷されたマイクロセルパターンである。感光性要素のいくつかの他の実施形態にお
いては、セルパターン層は、光重合性層と反対側のデジタル層の面の上に配置されている
印刷されたマイクロセルパターンである。すなわち、デジタル層は光重合性層とセルパタ
ーン層との間である。感光性要素のまた別の実施形態においては、セルパターン層は、バ
リア層カバーシートなどの別個のカバー要素の中又は上に配置されている印刷されたマイ
クロセルパターンである。
【００７１】
　セルパターン層２０は、それぞれが５～７５０平方ミクロンの面積を有し、平均５～３
０ミクロンの間隔（各フィーチャの幾何中心により決定）で隣接するフィーチャと隔てら
れている複数のフィーチャを含む。パターンの各フィーチャは、限定されない２次元形状
（平面図基準で）であり、凸状の外周又は非凸状の外周を有していてもよい。凸状の外周
を有する二次元形状のフィーチャの非限定的な例としては、円、正方形、及び長方形が挙
げられる。非凸状の外周を有する二次元形状のフィーチャの非限定的な例としては、キド
ニーシェイプ及び三日月形が挙げられる。各フィーチャは他の隣接するフィーチャから独
立又は分離されていてもよい。あるいは、各フィーチャは他の隣接するフィーチャと重な
り、それによって重なり部によって被覆されている二次元領域の結合体を意味するより大
きい「スーパーフィーチャ」を形成していてもよく、そのためフィーチャはより大きい形
状に見えるか、連結された形状を有する場合がある。
【００７２】
　複数のフィーチャはパターンとして印刷されて、感光性要素の全体又は実質的に全体の
表面領域の上に組み込まれ重ねられた層の様な（ただしインクの連続層ではない）効果を
生じ、それによりセルパターン層が形成される。複数のフィーチャは、ほとんどの実施形
態においては化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクで印刷すること
により、感光性要素の層に直接的に又は間接的に設けられてセルパターン層を形成するこ
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とができる。セルパターン層のフィーチャを印刷するために使用されるインクは、赤外線
、特にはデジタル層のマスクを形成するために使用される赤外レーザー光の波長／波長群
に対して透明、すなわちこれを吸収せず、そのためセルパターン層のフィーチャは、衝突
レーザー光によっては除去されたり乱されたり改質されたりしない。セルパターン層のフ
ィーチャを印刷するために使用されるインクは、化学線、特には感光性層の露光及び硬化
のために使用される化学線の波長／波長群（３５０～３８０ｎｍの紫外線など）に対して
不透明、すなわちこれを吸収し、そのためフィーチャは放射を十分に遮断し、得られる印
刷版の印刷面上への対応するマイクロセルの形成をもたらすことができる。
【００７３】
　特にはフィーチャを印刷するインクの特性に関しての「化学線に対して不透明」には、
「化学線に対して不透明であるか実質的に不透明」が含まれることが理解されるべきであ
る。すなわち、インクで印刷されるフューチャは入射した化学線を１００％吸収してもよ
いが、必ずしも１００％吸収する必要はなく、得られる凸版印刷版の印刷面にマイクロセ
ルが形成できる限り、１００％未満の入射化学線を吸収してもよい。印刷後のインクの化
学線の、特には紫外線の吸光度は、透過濃度測定によって決定することができる。透過濃
度の測定に好適な本発明のために使用される装置の１つの例は、ＵＶモードでのＸ－Ｒｉ
ｔｅ　３６１Ｔ卓上透過濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ，Ｉｎｃ．，Ｇｒａｎｄ　Ｒａｐｉｄｓ，
ＭＩ，Ｕ．Ｓ．Ａ．）である。
【００７４】
　特にはフィーチャを印刷するインクの特性に関しての「赤外線に対して透明」には、「
赤外線に対して透明であるか実質的に透明」が含まれることも理解されるべきである。す
なわち、インクで印刷されるフィーチャは入射した赤外線（レーザー）を１００％透過し
てもよいが、必ずしも１００％透過する必要はなく、デジタル層からマスクを形成するた
めに使用される赤外レーザー光によりフィーチャが除去若しくは改質されない限り、又は
実質的に除去若しくは改質されない限り、１００％未満の入射赤外線（レーザー）を透過
してもよい。インクが赤外レーザー光に対して適切に透明であるかどうかを決定するため
の１つの方法は、ポリエステルなどの透明フィルム基材の上にパッチとしてインクを印刷
し、印刷されたフィルムをデジタル画像化装置に取り付け、印刷したフィルムを画像化装
置からの赤外レーザー光に露光することである。デジタル露光後の印刷されたパッチが変
化又は変質しない場合、あるいは実質的に変化又は変質しない場合、インクは赤外線に対
して許容可能な程度に透明である。
【００７５】
　感光性要素の別の実施形態においては、複数のフィーチャは、化学線に対して不透明で
あり赤外線に対して必ずしも透明ではないインクで印刷することによって感光性要素の層
に直接的に又は間接的に設けることでセルパターン層を形成することができる。
【００７６】
　インクの吸光度及び透過率は塗布されたインクの厚さ及びインク中の吸収性材料の濃度
に正比例することから、化学線の透過を防止又は実質的に防止し、赤外線を透過又は実質
的に透過させるインクの能力の決定は、インクが望ましい方法によって印刷原版の表面上
に塗布又は印刷された後に最も適切に決定される。ある実施形態においては、セルパター
ン層の複数のフィーチャは、印刷に適切であり、特にはフィーチャの印刷後に８０～１０
０％の化学線を遮断し、８０～１００％の赤外光すなわち入射赤外レーザー光を透過する
インクを用いて作られる。別の実施形態においては、セルパターン層の複数のフィーチャ
は、特にはフィーチャの印刷後に８０～９９％の化学線を遮断し、８０～９９％の赤外光
すなわち入射赤外レーザー光を透過する印刷インクを用いて作られる。
【００７７】
　インクは、液体ビヒクル中の顔料又は染料からなる印刷用の流体又はペーストである。
インクは、色、不透明性、退色抵抗性、可撓性、無臭性、乾燥、並びに健康及び環境安全
性を含む様々な要件を満たすように配合される。いくつかの実施形態においては、インク
は化学線、特に、紫外線を吸収する１種以上の成分を含んでいてもよい。インクは、赤外
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線の吸収をなくすか減らすために当業者によって配合され得る。本発明における使用に好
適なインクは特に限定されない。例えば、凸版印刷、グラビア印刷、インクジェット印刷
、活版印刷、リソグラフ印刷、インクジェットによるスクリーン印刷、熱転写印刷、及び
電子写真印刷などの具体的な印刷方法に適合させるためにインクを配合することは当業者
の技術の範囲内であり、これはセルパターン層のフィーチャを印刷するために、及び印刷
されたマイクロセルパターンのフィーチャを印刷原版の表面上で化学線に十分不透明かつ
赤外線に透明にするために使用される。セルパターン層を印刷するために使用される印刷
方法は、例えば移動中のウェブ上にセルパターン層を印刷するのに適切であるなどの生産
目的の役に立つ必要があるものの、セルパターン層は、凹版印刷及びステンシル印刷など
の従来ウェブ上に印刷されない他の方法によって印刷することもできるであろう。感光性
要素の層の上に広げられた又は塗布された又は印刷されたインクは、具体的な印刷方法、
印刷条件、インク、及びセルパターン層が印刷される具体的な表面に応じた厚さを有する
。複数のフィーチャのために印刷されるインクの厚さは限定されない。幅広いインクの厚
さにわたって許容可能な結果を得ることができる。
【００７８】
　インクが化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明である限り、インクの色は限定
されない。しかし、インクの色の選択は、化学線に対するインクの固有の吸光度及び赤外
線に対するインクの透明性の影響を受ける場合がある。ほとんどの実施形態においては、
紫外領域のシアンインクの吸光度は典型的には化学線を遮断するのに十分であり、また赤
外線に対して透明であることから、インクはシアン色である。インクが化学線特には紫外
線の吸収力を十分に有さない場合、紫外線吸収性化合物（類）をインクに添加することが
できるであろう。１つの例外は、カーボンブラックなどの特定の化合物（類）をインクに
添加すると紫外線の吸光度が増加するものの、化合物はその赤外線特には近赤外線の吸光
度も増加させ、これは赤外レーザー光でのデジタル画像化で問題を生じると考えられるこ
とである。
【００７９】
　デジタル層１６は、典型的には赤外レーザー光であるレーザー光が感光性要素用の画像
のマスクを形成するために使用されるデジタルダイレクト製版（ｄｉｇｉｔａｌ　ｄｉｒ
ｅｃｔ－ｔｏ－ｐｌａｔｅ）画像技術で用いられる（従来のポジ画像又はフォトツールの
代わりに）。デジタル層は、光重合性材料の感受性に対応する化学線に対して不透明であ
るか実質的に不透明であり、赤外レーザー光に対して感受性を有する。デジタル層は、化
学線に対して不透明であることと赤外線に対して感受性を有することの両方の機能を付与
する単一の層であってもよい。あるいは、デジタル層は、化学線に対する不透明性と赤外
線に対する感受性の各機能が別個の層のうちの１つの中で付与される、２つ以上の別個の
層の複合材料であってもよい。ある実施形態においては、デジタル法は、印刷版原版の光
重合性層上でその場で形成されるかその上方に配置され得るデジタル層からマスク画像を
形成するために、レーザー光を使用する。別の実施形態においては、デジタル法は、レー
ザー光を使用して光重合性層とは別のデジタル要素の上に形成されるマスクをデジタル層
から形成し、引き続きマスクを有するデジタル要素が光重合性層に設けられて印刷版原版
を形成する。
【００８０】
　いくつかの実施形態においては、感光性要素は最初に、光重合性層の上方に配置されて
表面全体を覆うか実質的に覆うデジタル層と、デジタル層と光重合性層との間に配置され
ているセルパターン層とを含む。いくつかの実施形態においては、赤外レーザー光は、デ
ジタル層を画像様に除去（すなわちアブレーション又は気化）してｉｎ－ｓｉｔｕマスク
を形成する。この化学線不透過層のための適切な材料及び構造は、米国特許第５，２６２
，２７５号明細書中でＦａｎにより；米国特許第５，７１９，００９号明細書中でＦａｎ
により；米国特許第６，５５８，８７６号明細書中でＦａｎにより；欧州特許出願公開第
０７４１３３０Ａ１号明細書中でＦａｎにより；並びに米国特許第５，５０６，０８６号
明細書中及び米国特許第５，７０５，３１０号明細書中でＶａｎ　Ｚｏｅｒｅｎにより開



(18) JP 6901410 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

示されている。米国特許第５，７０５，３１０号明細書中でＶａｎ　Ｚｏｅｒｅｎにより
開示されているように、デジタル層の材料が感光性要素から除去されることから、デジタ
ル層の材料を捕捉するためにデジタル層に隣接する材料捕捉シートが露光時に存在してい
てもよい。感光性要素から除去されなかったデジタル層の部分のみが要素上に残ってｉｎ
－ｓｉｔｕマスクを形成する。
【００８１】
　別の実施形態においては、感光性要素は最初はデジタル層を含まない。デジタル層を有
する別個の要素が感光性要素（この実施形態においては最初に光重合性層と任意選択的な
支持体を含む）と集合体を形成し、その結果デジタル層は支持体と反対の感光性要素の表
面（これは典型的には光重合性層である）と隣接する。感光性要素と関連するカバーシー
トは、存在する場合には典型的には集合体の形成前に取り外される。ある実施形態におい
ては、セルパターン層は支持体と反対側の光重合性層の表面上に印刷される。別個の要素
は、少なくともポリマーフィルム上のデジタル層を含み、放出層又は加熱層などのデジタ
ル露光プロセスを補助するための１種以上の他の層を含み得る。これに関するデジタル層
も赤外線に感受性を有する。ある実施形態においては、集合体は、選択的に転写するため
に又は選択的にデジタル層の接着バランスを変えて光重合性層上にマスクを形成するか光
重合性層の上方にマスクを配置するために、赤外レーザー光により画像様に露光され、そ
の結果セルパターン層はデジタル層の非転写部分によっては被覆されない（そしてセルパ
ターン層は光重合性層とデジタル層の転写部分との間に存在する）。この化学線不透過層
に好適な材料及び構造は、米国特許第５，６０７，８１４号明細書中でＦａｎらにより；
並びに米国特許第５，７６６，８１９号明細書、米国特許第５，８４０，４６３号明細書
、及び欧州特許出願公開第０８９１８７７Ａ号明細書中でＢｌａｎｃｈｅｔｔにより開示
されている。画像様転写プロセスの結果として、デジタル層の転写部分のみが感光性要素
上に残ってｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成し、マスクの開口部にセルパターン層が存在する
ことになる。
【００８２】
　いくつかの他の実施形態においては、セルパターン層及びデジタル層は別個の要素を形
成する。別個の要素のデジタル層は赤外レーザー光に画像様に露光されてマスクを形成し
、その後これは感光性要素（この実施形態ではこれは最初に光重合性層と任意選択的な支
持体を含む）との集合体を形成し、その結果デジタル層のマスクは支持体と反対側の感光
性要素の表面（これは典型的には光重合性層である）と隣接する。（感光性要素と関連す
るカバーシートは、存在する場合には典型的には集合体の形成前に取り外される。）別個
の要素のこの実施形態においては、セルパターン層はフィルムとデジタル層との間に配置
される。デジタル層のマスクを有する別個の要素が光重合性層との集合体を形成した後、
感光性要素は（別個の要素の）フィルムと、セルパターン層と、マスクを形成するデジタ
ル層と、光重合性層と、任意選択的な支持体とを含む。別個の要素のフィルムは、集合体
に残ってもよく、感光性層の画像様露光時に存在してもよい。
【００８３】
　デジタル層を構成する材料及びデジタル層が組み込まれる構造は、デジタル層が画像様
に露光されて感光性要素の光重合性層上に又は隣接してｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成でき
る限り特に限定されない。デジタル層は、光重合性層の表面を実質的に被覆していてもよ
く、あるいは画像形成可能な部分のみを被覆していてもよい。デジタル層は、バリア層あ
り又はなしで使用することができる。バリア層と共に使用される場合、光重合性層とデジ
タル層との間の材料の移動を最小限にするために、バリア層は光重合性層とデジタル層と
の間に配置される。モノマー及び可塑剤は、隣接する層の材料と相溶性がある場合、経時
的に移動する可能性があり、それによりデジタル層のレーザー光感受性が変化する場合が
ある、あるいは、画像化後にデジタル層の汚染及び粘着化が生じる場合がある。デジタル
層はまた、デジタル層を選択的に除去又は転写できるレーザー光への感受性も有する。
【００８４】
　いくつかの実施形態においては、デジタル層は放射不透過性材料と、赤外線吸収性材料
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と、任意選択的なバインダーとを含む。カーボンブラック及び黒鉛などの暗色の無機顔料
、顔料の混合物、金属、並びに金属合金は、通常、赤外線感受性材料と放射不透過材料の
両方として機能する。任意選択的なバインダーはポリマー系材料であり、これらとしては
、自己酸化型ポリマー、非自己酸化型ポリマー、熱化学分解性ポリマー、ブタジエン及び
イソプレンとスチレン及び／又はオレフィンとのポリマー及びコポリマー、熱分解性ポリ
マー、両性インターポリマー、ポリエチレンワックス、上述した放出層として従来使用さ
れている材料、並びにこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。デジ
タル層の厚さは感受性と不透明性の両方を最適化する範囲とすべきであるが、これは通常
約２０オングストローム～約５０マイクロメートルである。デジタル層は、効果的に化学
線を遮断し、下にある光重合性層を重合させるために、２．０超の透過光学濃度を有する
必要がある。
【００８５】
　デジタル層は、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）放射不透過性材
料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、少なくとも
１種のバインダーとを含む。次の材料はデジタル層のためのバインダーとして好適であり
、ポリアミド、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、エチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、セルロースアセテートブチレート、エチレン－プロピレン－
ジエンターポリマー、エチレンと酢酸ビニルとのコポリマー、酢酸ビニルとビニルアルコ
ールとのコポリマー、酢酸ビニルとピロリドンとのコポリマー、ポリ酢酸ビニル、ポリエ
チレンワックス、ポリアセタール、ポリブチラール、ポリアルキレン、ポリカーボネート
、ポリエステルエラストマー、塩化ビニルと酢酸ビニルとのコポリマー、スチレンとブタ
ジエンとのコポリマー、スチレンとイソプレンとのコポリマー、スチレンとブタジエンと
の熱可塑性ブロックコポリマー、スチレンとイソプレンとの熱可塑性ブロックコポリマー
、ポリイソブチレン、ポリブタジエン、ポリクロロプレン、ブチルゴム、ニトリルゴム、
熱可塑性ポリウレタンエラストマー、環式ゴム、酢酸ビニルと（メタ）アクリレートとの
コポリマー、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンターポリマー、メタクリレート－
ブタジエン－スチレンターポリマー、アルキルメタクリレートのポリマー若しくはコポリ
マー、スチレンと無水マレイン酸とのコポリマー、スチレンとアルコールで部分的にエス
テル化された無水マレイン酸とのコポリマー、及びこれらの組み合わせが挙げられるが、
これらに限定されない。好ましいバインダーとしては、ポリアミド、ポリエチレンオキシ
ド、ポリプロピレンオキシド、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、セルロ
ースアセテートブチレート、エチレン－プロピレン－ジエンターポリマー、エチレンと酢
酸ビニルとのコポリマー、酢酸ビニルとビニルアルコールとのコポリマー、酢酸ビニルと
ピロリドンとのコポリマー、ポリ酢酸ビニル、ポリエチレンワックス、ポリアセタール、
ポリブチラール、ポリアルキレン、ポリカーボネート、環式ゴム、スチレンと無水マレイ
ン酸とのコポリマー、スチレンとアルコールで部分的にエステル化された無水マレイン酸
とのコポリマー、ポリエステルエラストマー、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００８６】
　放射不透過性材料及び赤外線吸収性材料としての使用に好適な材料としては、金属、金
属合金、顔料、カーボンブラック、黒鉛、及びこれらの組み合わせが挙げられるがこれら
に限定されない。各顔料が赤外線吸収性材料又は放射不透過性材料（又は両方）として機
能する顔料の混合物をバインダーと共に使用してもよい。染料も赤外線吸収性材料として
好適である。適切な染料の例としては、ポリ（置換）フタロシアニン化合物；シアニン染
料；スクアリリウム染料；カルコゲノピロアリリデン染料；ビス（カルコゲノピロロ）－
ポリメチン染料；オキシインドリジン染料；ビス（アミノアリール）－ポリメチン染料；
メロシアニン染料；クロコニウム染料；金属チオレート染料；及びキノイド染料が挙げら
れる。赤外線吸収性材料及び放射不透過性材料の両方として機能する好ましいものは、カ
ーボンブラック、黒鉛、金属、及び金属合金である。放射不透過性材料及び赤外線吸収性
材料は、材料を取り扱い易くし、均一に分布し易くするために、分散液であってもよい。
【００８７】
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　光重合性層１４は、バインダーと、少なくとも１種のエチレン性不飽和化合物と、光開
始剤とを含有する組成物から形成される固体層である。光開始剤は化学線に感受性を有す
る。本明細書全体を通じて、化学線には紫外線及び／又は可視光が含まれる。光重合性組
成物の固体層は、凸版印刷に好適なレリーフを形成するために、１種以上の溶液で処理及
び／又は加熱される。本明細書において、用語「固体」は一定の体積又は形状を有し、そ
の体積又は形状を変えようとする力に抵抗する層の物理的状態のことをいう。光重合性組
成物の固体層は、重合（光硬化）されていても、重合されていなくても、又はその両方で
あってもよい。いくつかの実施形態においては、光重合性組成物の層はエラストマーであ
る。ある実施形態においては、感光性要素は、少なくともバインダーと、少なくとも１種
のエチレン性不飽和化合物と、光開始剤とからなる光重合性組成物の層を含む。別の実施
形態においては、光重合性組成物の層は、エラストマー系バインダーと、少なくとも１種
のエチレン性不飽和化合物と、光開始剤とを含む。いくつかの実施形態においては、凸版
印刷版はエラストマー系印刷版である（すなわち光重合性層はエラストマー層である）。
【００８８】
　バインダーは、単独のポリマーであってもポリマーの混合物であってもよい。いくつか
の実施形態においては、バインダーはエラストマー系バインダーである。別の実施形態に
おいては、光重合性組成物の層はエラストマーである。バインダーには、ポリイソプレン
、１，２－ポリブタジエン、１，４－ポリブタジエン、ブタジエン／アクリロニトリル、
及びジエン／スチレン熱可塑性－エラストマー系ブロックコポリマーなどの、共役ジオレ
フィン炭化水素の天然又は合成のポリマーが含まれる。好ましくは、Ａ－Ｂ－Ａ型のブロ
ックコポリマーであって、Ａが非エラストマー系ブロックであり好ましくはビニルポリマ
ーであり最も好ましくはポリスチレンを表し、Ｂがエラストマー系ブロックであり好まし
くはポリブタジエン又はポリイソプレンを表す、エラストマー系ブロックコポリマーであ
る。いくつかの実施形態においては、エラストマー系Ａ－Ｂ－Ａブロックコポリマーバイ
ンダーは、ポリ（スチレン／イソプレン／スチレン）ブロックコポリマー、ポリ（スチレ
ン／ブタジエン／スチレン）ブロックコポリマー、及びこれらの組み合わせであってもよ
い。バインダーは、感光性組成物の約１０重量％～９０重量％の量で存在する。いくつか
の実施形態においては、バインダーは、感光性組成物の約４０重量％～８５重量％で存在
する。
【００８９】
　他の適切なバインダーとしては、アクリル；ポリビニルアルコール；ポリけい皮酸ビニ
ル；ポリアミド；エポキシ；ポリイミド；スチレンブロックコポリマー；ニトリルゴム；
ニトリルエラストマー；非架橋ポリブタジエン；非架橋ポリイソプレン；ポリイソブチレ
ン及び他のブチルエラストマー；ポリアルキレンオキシド；ポリホスファゼン；アクリレ
ートとメタクリレートとのエラストマー系ポリマー及びコポリマー；エラストマー系ポリ
ウレタン及びポリエステル；エチレン－プロピレンコポリマー及び非架橋ＥＰＤＭなどの
オレフィンのエラストマー系ポリマー及びコポリマー；酢酸ビニル及びその部分的に水素
化された誘導体のエラストマー系コポリマー；が挙げられる。
【００９０】
　透明で曇りのない感光性層が製造される限り、光重合性組成物はバインダーと相溶性が
ある付加重合可能な少なくとも１種の化合物を含んでいてもよい。付加重合可能な少なく
とも１種の化合物は、モノマーとも呼ばれる場合があり、単一のモノマーであってもモノ
マーの混合物であってもよい。光重合性組成物の中で使用できるモノマーは当該技術分野
で周知であり、少なくとも１つの末端エチレン基を有する付加重合エチレン性不飽和化合
物が挙げられるが、これに限定されない。モノマーは、光重合性組成物にエラストマー特
性を付与するために当業者が適切に選択することができる。付加重合可能な少なくとも１
種の化合物（すなわちモノマー）は、光重合性組成物の少なくとも５重量％、典型的には
１０重量％～２０重量％の量で存在する。
【００９１】
　光開始剤は、任意の単一の化合物であっても化合物の組み合わせであってもよく、これ
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は化学線に対して感受性があり、過剰な停止なしにモノマー又はモノマー類の重合を開始
するフリーラジカルを生成する。任意の公知の分類の光開始剤、特にはフリーラジカル光
開始剤を使用することができる。あるいは、光開始剤は、放射により活性化された増感剤
によってフリーラジカルを生じさせる際に化合物のうちの１種がフリーラジカルを与える
、化合物の混合物であってもよい。ほとんどの実施形態においては、主露光（並びに後露
光及びバックフラッシュ）用の光開始剤は、３１０～４００ｎｍ、好ましくは３４５～３
６５ｎｍの可視光線又は紫外線に感受性を有する。光開始剤は、通常、光重合性組成物の
重量基準で０．００１％～１０．０％の量で存在する。
【００９２】
　光重合性組成物は、必要とされる最終的な特性に応じて他の添加剤を含んでいてもよい
。光重合性組成物への追加的な添加剤としては、増感剤、可塑剤、レオロジー調整剤、熱
重合禁止剤、着色剤、加工助剤、酸化防止剤、オゾン分解防止剤、染料、及び充填剤が挙
げられる。
【００９３】
　光重合性層の厚さは、必要とされる印刷版の種類に応じて幅広い範囲、例えば約０．０
０５インチから約０．２５０インチ以上（約０．０１３ｃｍから約０．６４ｃｍ以上）、
にわたって変動する場合がある。いくつかの実施形態においては、光重合性層は約０．０
０５インチ～０．０４５０インチ（０．０１３ｃｍ～０．１１４ｃｍ）の厚さを有する。
いくつかの別の実施形態においては、光重合性層は約０．０２０インチ～約０．１１２イ
ンチ（約０．０５ｃｍ～約０．２８ｃｍ）の厚さを有する。別の実施形態においては、光
重合性層は約０．１１２インチから約０．２５０インチ以上（０．２８ｃｍから約０．６
４ｃｍ以上）の厚さを有する。当該技術分野で従来行われているように、製造業者、典型
的には支持体と光重合性層の厚さを含む印刷機上での印刷版の総厚さと比較して印刷原版
を識別する。印刷版の光重合性層の厚さは、支持体の厚さを含まないため、典型的には製
造業者が設計した厚さよりも小さい。
【００９４】
　感光性要素は、感光性層上に又は隣接して１つ以上の追加の層を含んでいてもよい。ほ
とんどの実施形態では、１つ以上の追加的な層は、支持体と反対の感光性層の面上にある
。追加的な層の例としては、保護層、キャップ層、エラストマー層、バリア層、及びこれ
らの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。１つ以上の追加的な層は、処理
などの、要素を印刷版に変換する工程のうちの１つの間に、全部又は一部を除去可能であ
ってもよい。
【００９５】
　任意選択的には、感光性要素は少なくとも１つの光重合性層の上にエラストマー系キャ
ッピング層を含んでいてもよい。エラストマー系キャッピング層は、典型的には、光重合
性層のカレンダー加工時に感光性印刷要素の一部となる多層カバー要素の一部である。多
層カバー要素、及びエラストマー系キャッピング層として好適な組成物は、Ｇｒｕｅｔｚ
ｍａｃｈｅｒらの米国特許第４，４２７，７５９号明細書及び米国特許第４，４６０，６
７５号明細書に開示されている。いくつかの実施形態においては、エラストマー系キャッ
ピング層の組成物は、エラストマー系バインダーと、任意選択的なモノマー及び光開始剤
及び他の添加剤とを含み、これらの全ては、バルクの光重合性層に使用されるものと同じ
であっても異なっていてもよい。エラストマー系キャッピング層は必ずしも光反応性成分
を含有していなくてもよいものの、層は、下にあるバルクの光重合性層と接触すると最終
的に感光性になる。そのため、化学線に画像様露光すると、エラストマー系キャッピング
層は、重合又は架橋が生じた硬化部分と、未重合即ち未架橋のままである未硬化部分とを
有する。処理によって、エラストマー系キャッピング層の未重合部分が光重合性層と共に
除去され、レリーフ面が形成される。化学線に露光されたエラストマー系キャッピング層
は、光重合性層の重合領域の表面に残り、印刷版の実際の印刷面になる。エラストマー系
キャッピング層を含む感光性要素の複数の実施形態においては、セルパターン層はエラス
トマー系キャッピング層とデジタル層との間に配置される。
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【００９６】
　凸版印刷版として有用な感光性要素のいくつかの実施形態については、光重合性層の表
面は粘着性であってもよく、実質的に非粘着性の表面を有する剥離層が光重合性層の表面
に設けられていてもよい。このような剥離層は、任意選択的な仮カバーシート又は他のデ
ジタルマスク要素の除去時に光重合性層の表面を傷つかないように保護することができ、
また光重合性層が確実にカバーシート又は他のデジタルマスク要素に貼り付かないように
することができる。画像の露光中、剥離層は、マスクを有するデジタル要素が光重合性層
と結合することを防止することができる。剥離層は、化学線に感受性を有さない。剥離層
は、光重合性層とデジタル層との間に任意選択的に介在するバリア層の第１の実施形態と
しても好適である。エラストマー系キャッピング層は、バリア層の第２の実施形態として
も機能することができる。剥離層に好適な材料の例は当該技術分野で周知であり、ポリア
ミド、ポリビニルアルコール、ヒドロキシアルキルセルロース、エチレンと酢酸ビニルと
のコポリマー、両性インターポリマー、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００９７】
　感光性印刷要素は、要素の最上層の上に、印刷版の作製前に除去され得る仮カバーシー
トも含んでいてもよい。カバーシートの１つの目的は、保管時及び取り扱い時に、感光性
印刷要素の最上層を保護することである。カバーシートに好適な材料の例としては、ポリ
スチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリカーボネート、フルオロポリマー、ポリ
アミド、又はポリエステルの薄膜が挙げられ、これらは剥離層で下引きされていてもよい
。カバーシートは、好ましくは、Ｍｙｌａｒ（登録商標）ポリエチレンテレフタレートフ
ィルムなどのポリエステルから作製される。
【００９８】
　任意選択的な支持体１２は、印刷版の作製のために感光性要素１０と共に従来使用され
ている任意の可撓性のある材料であってもよい。ほとんどの実施形態においては、支持体
は、支持体を通した「バックフラッシュ」露光に対応するために化学線に対して透明であ
る。好適な支持体材料の例としては、付加ポリマー及び直鎖縮合ポリマーによって形成さ
れるものなどのポリマーフィルム、透明発泡体、及び布地が挙げられる。金属支持体は放
射に対して透明ではないものの、一定の最終用途の条件下ではアルミニウムなどの金属も
支持体として使用される場合がある。欧州特許第０５０４８２４Ｂ１号明細書中でＳｗａ
ｔｔｏｎらによって開示されているような合成樹脂及びハレーション防止剤からなるフィ
ルムの支持体も、本発明での使用に好適である。支持体は、平板形状の印刷版での使用の
ために平面状であってもよく、またしばしば印刷スリーブと呼ばれるシリンダーである印
刷版での使用のために円筒状であってもよい。ある実施形態においては、支持体はポリエ
ステルフィルムであり、特にはポリエチレンテレフタレートフィルムである。いくつかの
実施形態においては、支持体自体がフィルム組成物中に紫外線吸収性材料を含んでいても
よく、及び／又は、材料が支持体上の層の中に含まれていてもよい。
【００９９】
　支持体は、シート形態であってもスリーブなどの円筒形態であってもよい。スリーブは
、可撓性材料の単層又は多層から形成されてもよい。ポリマーフィルム又は複合材料から
作られる可撓性スリーブは、典型的には円筒状の印刷要素中でフロアを形成するためのバ
ックフラッシュ露光に適応するために紫外線に対して十分に透明であることから、これら
が好ましい。好ましいスリーブは、欧州特許出願公開第２４６０６５７Ａ１号明細書中で
開示されているような多層スリーブである。スリーブは、ニッケルやガラスエポキシなど
の、透明ではない化学線遮蔽材料から作られていてもよい。支持体は、０．００２～０．
２５０インチ（０．００５１～０．６３５ｃｍ）であってもよい厚さを有する。支持体は
、典型的には０．００２～０．０５０インチ（０．００５１～０．１２７ｃｍ）の厚さを
有する。いくつかの実施形態においては、シート形態の厚さは０．００３～０．０１６イ
ンチ（０．００７６～０．０４０ｃｍ）である。いくつかの実施形態においては、スリー
ブは４～８０ミル（０．０１０～０．２０３ｃｍ）以上の壁厚さを有する。別の実施形態
においては、スリーブは１０～４０ミル（０．０２５～０．１０ｃｍ）の壁厚さを有する
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。
【０１００】
　任意選択的には、要素は支持体１２と光重合性層１４との間に接着層を含むか、光重合
性層と隣接する支持体の表面に接着促進面を有する。支持体の表面上の接着層は、支持体
と光重合性層との間の適切な接着を付与するために、米国特許第２，７６０，８６３号明
細書及び米国特許第３，０３６，９１３号明細書に記載のような接着性材料の下引き層、
又はプライマー若しくはアンカー層であってもよい。あるいは、光重合性層が上に存在す
る支持体の表面は、支持体と光重合性層との間の接着を促進するために、火炎処理又は電
子処理（例えばコロナ処理）により処理されていてもよい。
【０１０１】
感光性要素の製造方法
　感光性要素の製造方法は、感光性要素の層上に、又は光重合性層と集合体を形成する別
個の要素の層若しくはフィルム上に、インクでマイクロセルパターンを印刷することによ
ってセルパターン層を形成して感光性要素を形成する工程を含む。セルパターン層は予め
印刷されているマイクロセルパターン、すなわち印刷されているマイクロセルパターンで
あり、製造時に感光性要素の中に組み込まれる。ほとんどの実施形態においては、セルパ
ターン層は、感光性要素のデジタル層と光重合性層との間の一体化された層として形成さ
れ組み込まれる。いくつかの実施形態においては、セルパターン層は、支持体と反対側の
光重合性層の表面と隣接する及び実質的に接触することになるデジタル層の表面上に印刷
される。いくつかの別の実施形態においては、セルパターン層はフィルム支持体の表面上
に印刷され、デジタル層はセルパターン層全体をコーティングすることによって形成され
、フィルム支持体とセルパターン層とデジタル層との複合材料は、デジタル層がアブレー
ションによって選択的に除去される前又は後に光重合性層と一体化されるデジタルカバー
シートを形成する。また別の実施形態においては、セルパターン層は支持体と反対側の光
重合性層の表面上に印刷され、これはデジタル層に隣接することになる。ある実施形態に
おいては、マイクロセルパターンのフィーチャを印刷するインクは化学線に対して不透明
かつ赤外線に対して透明である。別の実施形態においては、マイクロセルパターンのフィ
ーチャを印刷するインクは化学線に対して不透明であり、赤外線に対して透明である必要
はない。セルパターン層の印刷は、デジタル層の製造時にオンラインで又は感光性要素の
製造時にオンラインで行うことができ、あるいはいずれの製造プロセスからも独立してオ
フラインで行うことができる。セルパターン層の印刷は、具体的なフィーチャを印刷する
ための１つ以上の印刷版を使用して、ワンパスで、又はマルチパスで行うことができる。
いくつかの実施形態においては、セルパターン層は、ウェブ形態である原版の要素の表面
（例えばデジタル層）上に印刷される。この実施形態においては、セルパターン層は、Ｃ
ＹＲＥＬ（登録商標）Ｒｏｕｎｄ感光性樹脂版などの円筒状の印刷版を有する移動中のウ
ェブの表面上に印刷され、その結果、マイクロセルパターンが、継ぎ目や途切れなしに印
刷されたマイクロセルパターンへと連続的に印刷される。
【０１０２】
　バインダーと、モノマーと、光開始剤と、他の任意選択的な添加剤とを混合することに
よって形成される光重合性組成物の層を含む感光性要素印刷版原版を作製又は製造するこ
とは十分に当業者の技術の範囲内である。ほとんどの実施形態においては、セルパターン
層は、光重合性層と隣接することになるデジタル層の表面上に印刷されることによって設
けられることから、セルパターン層は、光重合性印刷版原版の製造のために典型的に使用
される高温に耐え、乱されたり壊されたりしない必要がある。ほとんどの実施形態におい
ては、光重合性混合物は、支持体とデジタル層を有する仮カバーシートなどの、２枚のシ
ートの間、又は１枚の平らなシートと離型ロールとの間、の望ましい厚さまで室温より上
の温度でホットメルトへと形成され、押出され、カレンダー加工される。あるいは、光重
合性材料は、押出及び／又はカレンダー加工されて仮支持体上に層を形成し、その後望ま
しい最終的な支持体又はデジタルカバーシートに積層されてもよい。印刷版原版は、適切
な混合装置の中で成分を混ぜ合わせた後に適切なモールドの中で材料を望ましい形状に圧
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縮することによって作製することもできる。材料は、通常は支持体とカバーシートとの間
で圧縮される。成形工程には圧力及び／又は熱が含まれていてもよい。
【０１０３】
　感光性要素は、二層又は多層構成であってもよい少なくとも１つの光重合性層を含む。
更に、感光性要素は少なくとも１つの光重合性層の上のエラストマー系キャッピング層を
含んでいてもよい。多層カバー要素、及びエラストマー系キャッピング層として好適な組
成物は、Ｇｒｕｅｔｚｍａｃｈｅｒらの米国特許第４，４２７，７５９号明細書及び米国
特許第４，４６０，６７５号明細書に開示されている。
【０１０４】
　円筒形状の光重合性要素は任意の好適な方法によって作製することができる。ある実施
形態においては、円筒形状の要素は、キャリア又は円筒状の支持体すなわちスリーブの上
に巻かれた光重合性印刷版と円筒形状を形成するために嵌め合わされた版の端部とから形
成することができる。円筒形状の光重合性要素は、Ｃｕｓｈｎｅｒらの米国特許第５，７
９８，０１９号明細書に開示されている方法及び装置に従って円形に押出及びカレンダー
加工して作製することもできる。
【０１０５】
　感光性要素は複数の方法で製造することができ、ある実施形態においては全ての必要な
層（すなわち光重合性層、セルパターン層、及びデジタル層）を有する印刷版原版として
販売することができる。あるいは、感光性要素は、例えば、別個に扱われるが光重合性層
の画像用露光の前に組み立てられて感光性要素を形成する、支持体上のデジタル層とセル
パターン層とを有するデジタルカバーシート；及び任意選択的な支持体上に少なくとも光
重合性層を有する光重合性要素；などの、別個の構成要素として販売されてもよい。
【０１０６】
　１．ある実施形態においては、デジタル組成物は、ポリエステルフィルムなどのポリマ
ーフィルムのウェブ上にコーティングされてフィルム上にデジタル層を形成する。セルパ
ターン層は、フィルムと反対側のデジタル層の面の上に連続的に印刷されてデジタルカバ
ーシートを形成する。セルパターン層のフィーチャは連続的に印刷され、その結果、印刷
されたマイクロセルパターンはデジタル層ウェブ上のパターンの継ぎ目、破れ、又は分断
を有さない。光重合性組成物は、押し出されることで、例えばポリエステルフィルムなど
のベース支持体と、デジタルカバーシートとの間に光重合性層を形成し、セルパターン層
を有するデジタルカバーシートの面は支持体と反対側の光重合性層と接触する。ベース支
持体と、光重合性層と、セルパターン層と、デジタル層と、任意選択的なカバーシートと
してのポリマーフィルムとを含む印刷版原版は、最終使用者に販売するために任意の仕上
げ寸法に切断することができる。
【０１０７】
　２．ある実施形態においては、デジタル組成物は、ポリエステルフィルムなどのポリマ
ーフィルムのウェブ上にコーティングされてフィルム上にデジタル層を形成する。セルパ
ターン層は、フィルムと反対側のデジタル層の面の上に非連続的に印刷されてデジタルカ
バーシートを形成する。セルパターン層のフィーチャは非連続的に印刷され、その結果、
印刷されたマイクロセルパターンはデジタル層ウェブ上のパターンの継ぎ目、破れ、又は
分断を有し得る。光重合性組成物は、押し出されることで、例えばポリエステルフィルム
などのベース支持体と、デジタルカバーシートとの間に光重合性層を形成し、セルパター
ン層を有するデジタルカバーシートの面は支持体と反対側の光重合性層と接触する。ベー
ス支持体と、光重合性層と、セルパターン層と、デジタル層と、任意選択的なカバーシー
トとしてのポリマーフィルムとを含む印刷版原版は、デジタルカバーシートのパターンの
継ぎ目又は破れに応じて仕上げ寸法に切断することができる。
【０１０８】
　３．ある別の実施形態においては、デジタル組成物は、ポリエステルフィルムなどのポ
リマーフィルムのウェブ上にコーティングされてフィルム上にデジタル層を形成し、これ
はその後シートの特定のサイズに切断される。セルパターン層は、枚葉印刷機を使用して



(25) JP 6901410 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

、フィルムと反対側のデジタル層の面上のシートの上に印刷されることでデジタルカバー
シートを形成する。デジタルカバーシートは、光重合性層に積層されることで印刷版原版
を形成することができる。
【０１０９】
　４．また別の実施形態においては、光重合性組成物は、例えば上述したような押出及び
カレンダー加工、成形等の任意の方法によって層へと成形される。セルパターン層は、支
持体と反対側の光重合性層（存在する場合にはカバーシートの除去後）の表面上に印刷さ
れる。ある実施形態においては、デジタル組成物は、印刷されたマイクロセルパターン層
を有する光重合性層の表面にコーティングされることによって塗布され、任意選択的には
保護のためにカバーシートが設けられる。作製のこの方法は、マイクロセルパターンを有
する連続印刷版原版、すなわち円形又は円筒状の光重合性印刷ブランク又は印刷スリーブ
を得るための具体的な有用性を有し得る。
【０１１０】
　５．４に記載の実施形態のもう１つのバリエーションにおいては、デジタル組成物は、
ポリエステルフィルムなどのポリマーフィルム上にコーティングされてフィルム上にデジ
タル層を形成し、フィルム上のデジタル層は印刷されたマイクロセルパターン層を有する
光重合性層の表面に積層されることによって設けられる。
【０１１１】
　６．また別の実施形態においては、ポリエステルフィルムなどのポリマーフィルムがマ
イクロセルパターンで印刷されてフィルム上にセルパターン層を形成する。デジタル組成
物はコーティングされることで、セルパターン層を有するフィルムの表面上にデジタル層
を形成し、デジタルカバーシートを形成する。デジタルカバーシート（これは光重合性層
又は要素とは別個に販売され得る）は、例えばデジタル層をアブレーションすることによ
って、又はデジタル画像化装置によってデジタル層を熱的に画像化するために熱をかける
ことによって、デジタル的に画像化され、これはデジタル層及びセルパターン層から形成
されるマスクを有するカバーシートとなる。マスク及びセルパターン層を有するカバーシ
ートは、支持体反対側の光重合性層の表面に積層されることによって設けられ、これは感
光性印刷原版を形成する。
【０１１２】
　７．６に記載の実施形態のもう１つのバリエーションにおいては、デジタルカバーシー
トはマスクとセルパターン層とを有するように作製されるが、固体光重合性層の積層の代
わりに、カバーシートは液状フレキソ版製造系において利用される。この場合、マスクと
セルパターン層とを有するカバーシートは液状版製造装置中の支持体表面の上に配置され
、液体の光重合性組成物が塗布されてカバーシートの上に層が形成される。液状光重合性
層は、カバーシート上のマスクとマイクロセルパターンとを介して化学線に露光される。
【０１１３】
　８．また別の実施形態においては、ポリエステルフィルムなどのポリマーフィルムがマ
イクロセルパターンで印刷されてフィルム上にセルパターン層を形成する。フィルムのセ
ルパターン層の上にインクジェットによって化学線不透過材料のマスクが形成されること
で、改良デジタルカバーシートが形成される。改良デジタルカバーシートは、（固体）光
重合性層の表面に積層されてもよく、あるいは７で記載の液状フレキソ版製造系において
使用されてもよい。
【０１１４】
　９．また別の実施形態においては、ポリエステルフィルムなどのポリマーフィルムがマ
イクロセルパターンで印刷されてフィルム上にセルパターン層を形成し、熱的に画像形成
可能な組成物の層がフィルム上のセルパターン層の上に設けられることで、熱的に画像化
されてマスクを形成するデジタルカバーシートを形成する。別の実施形態においては、マ
イクロセルパターンはインクで印刷されることで、フィルム上の熱的に画像化可能な組成
物の層上にセルパターン層を形成する。いずれの実施形態も、光重合性層の表面に積層さ
れることで感光性要素を形成する。
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【０１１５】
　１０．また別の実施形態においては、ポリプロピレンフィルムなどのポリマーフィルム
がインクのマイクロセルパターンで印刷されてフィルム上にセルパターン層を形成する。
光重合性印刷版原版のデジタル層は、デジタル画像化装置によってデジタル的に画像化さ
れることで、光重合性層の上方に配置されるマスクを形成する。セルパターン層を有する
ポリマーフィルムは、マスクを有する原版の表面に積層される。
【０１１６】
　デジタルマスクの形成は、感光性要素の上のインクジェットインクの形態のデジタル材
料の画像様塗布によって行うことができる。インクジェットインクの画像様塗布は、光重
合性層の上で直接行われてもよいし、感光性要素の別の層上の光重合性層の上方に配され
てもよい。デジタルマスクの形成を行うことができるもう１つの考え得る方法は、別個の
キャリア上に放射不透過層のマスク画像を形成することによる。いくつかの実施形態にお
いては、別個のキャリアは、レーザー光に画像様に露光されることで放射不透過材料を選
択的に除去して画像を形成する、放射不透過層を含む。キャリア上のマスク画像は、その
後熱及び／又は圧力がかけられることで支持体と反対側の光重合性層の表面に転写される
。光重合性層は典型的には粘着性であり、転写された画像を保持することになる。別個の
キャリアはその後、画像様露光の前に要素から除去することができる。
【０１１７】
感光性要素からの印刷版の作製方法
　印刷版の作製方法は、本発明の感光性要素を準備することと、感光性要素を化学線に露
光することと、露光された要素を処理して印刷版を形成することとを含む。感光性要素が
印刷版を形成するある実施形態においては、印刷版の製造方法は、一体化されている印刷
されたセルパターン層を有する感光性要素を準備する工程；光重合性層と隣接するマスク
をデジタル的に形成する工程；マスクを介して感光性要素を化学線に画像様に露光して感
光性層の露光部と未露光部を形成する工程；及び露光した要素を処理して未露光部を除去
することで印刷に適切な表面を形成する工程；を含む。
【０１１８】
　ある実施形態においては、印刷版原版からの凸版印刷版の作製方法は、ａ）デジタル層
を赤外レーザー光で画像様に除去することで感光性要素上に上述したような化学線不透過
領域と開口領域とを含むマスクを形成することであって、デジタル層の除去によってセル
パターン層のフィーチャが現れること；ｂ）マスクを介して感光性要素を化学線に露光し
て光重合性層の露光部と未露光部を形成すること；及びｃ）工程ｂ）の要素を処理するこ
とで光重合性層の未露光部を除去することによって印刷に適切なレリーフ面を形成するこ
と；を含む。
【０１１９】
　ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを介した感光性要素の化学線への露光は、光重合性層の画像様露
光である。セルパターン層は、赤外線に透明すなわちこれを吸収しないインクで構成され
ていることから、セルパターン層はデジタル層の画像様除去すなわちアブレーションに使
用される赤外レーザー光によっては変化したり除去されたりしない。セルパターン層のフ
ィーチャは画像様露光時に存在するデジタル層の開口領域の中に現れることから、及び化
学線に対して不透明のインクで構成されることから、フィーチャ（処理後）は、レリーフ
面の浮き上がった要素の最上面にすなわち印刷面に、不規則性、窪み、又は非常に小さい
反転のように見える場合があるマイクロセルを形成する。マイクロセルは、均一で濃いベ
タ印刷のために十分なインクの保持又は転写の能力を有する印刷版を提供する。
【０１２０】
　感光性要素が凸版印刷版を形成するまた別の実施形態においては、印刷版の製造方法は
、上述したデジタル層と光重合性層との間に配置されるセルパターン層を有する光重合性
印刷原版を準備する工程；原版のデジタル層を赤外レーザー光に画像様露光することでデ
ジタル層を選択的にアブレーション又は除去し、セルパターン層の１つ以上のフィーチャ
（典型的には複数のフィーチャ）が被覆されていない開口領域を有するｉｎ－ｓｉｔｕマ
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スクを形成する工程；ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを介して原版を化学線に画像様に露光して光
重合性層の露光部（すなわち重合した部分）と未露光部（すなわち未重合部分）を形成す
る工程；及び露光した原版を処理して未露光部を除去することで印刷に適切なレリーフ面
を形成する工程；を含む。
【０１２１】
　図２は、赤外レーザー光でアブレーションすることによってデジタル層が画像様／選択
的に除去されて開口領域と放射不透過領域とを有するｉｎ－ｓｉｔｕマスクが形成された
本方法のある実施形態の後の、図１に示されている感光性要素１０のある実施形態を示し
ている。感光性層１４とデジタル層１６との間に配置されているセルパターン層２０は、
未被覆であり、マスクの開口領域で露出している。
【０１２２】
　マスク画像を形成するデジタル法は、化学線への画像様露光の前に、感光性要素を作製
するための１つ以上の工程を必要とする。通常、マスク生成のデジタル法は、支持体と反
対側の感光性要素の表面から又はこれへデジタル層を選択的に除去又は転写する。ほとん
どの実施形態においては、デジタル層は、赤外レーザー光、特には近赤外レーザー光に感
受性を有する。感光性要素の上のデジタル層を用いたマスクの形成方法は限定されない。
【０１２３】
　デジタルワークフローは、レーザー光によりマスクをデジタル的に形成し、これはデジ
タル露光若しくはプロセスと呼ばれる場合もあり、デジタル的に形成されたマスクの使用
はデジタルダイレクト刷版画像処理とも呼ばれる場合がある。いくつかの好適なダイレク
ト刷版画像形成法は、米国特許第５，２６２，２７５号明細書；米国特許第５，７１９，
００９号明細書；米国特許第５，６０７，８１４号明細書；ｖａｎＺｏｅｒｅｎ，米国特
許第５，５０６，０８６号明細書；及び欧州特許出願公開第０７４１３３０Ａ１号明細書
に開示されている。デジタルワークフローのためには、デジタル層の存在が必要とされる
。米国特許第５，７６０，８８０号明細書及び米国特許第５，６５４，１２５号明細書に
開示されているように、画像を保持するマスクは、デジタル画像化装置の赤外レーザーを
使用してデジタル層の上に直接に形成される。露光は、７５０～２０，０００ｎｍの範囲
、好ましくは７８０～２，０００ｎｍの範囲で発光する様々な種類の赤外レーザーを使用
して行うことができる。ダイオードレーザーを使用することができるものの、１０６０ｎ
ｍで発光するＮｄ：ＹＡＧレーザー及び１０９０ｎｍで発光するイッテルビウム繊維レー
ザーが好ましい。デジタル的に、すなわち化学線不透過マスクの転写によって、又はデジ
タル的に形成されたマスクの積層によってマスクを形成する代替の方法、並びにインクジ
ェットによるマスクの形成は、感光性要素について上で記載されている。
【０１２４】
　マスクをデジタル的に形成した後、感光性要素はその後マスクを介して化学線に露光さ
れる。そのようにデジタル的に形成されたマスクを介した印刷版原版の化学線への画像様
露光は、大気酸素の存在下；不活性ガス環境中；又は不活性ガスと、大気未満であるが完
全に不活性ガスよりも多い濃度の酸素とを有する制御された環境中；で行うことができる
。別の実施形態においては、原版の化学線への画像様露光は、積層の有無に関わらず、又
は真空の有無に関わらず、マスクの上に置かれているか上方に配置されている化学線に対
して透明なカバーシート又は他の保護フィルムの有無に関わらず行うことができる。
【０１２５】
　露光の際、不透明領域は未架橋のままである一方で、ネガの透明領域又はデジタルマス
クのブランク領域は付加重合又は架橋を生じることができる。光重合性要素の化学線への
画像様露光によって、光重合性層の重合する露光部及び未重合のままの未露光部が形成さ
れる。露光は、支持体又は例えばフロアなどの裏露光層まで露光部を架橋するのに十分な
時間である。画像様露光の時間は典型的にはバックフラッシュ時間よりもはるかに長い。
露光時間は、化学線の強度及び波長、光重合性層の特性及び大きさ、望ましい画像解像度
、並びに感光性要素からの距離に応じて、数秒から数十分まで様々であってもよい。
【０１２６】
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　凸版印刷版作製における次の工程、本発明の感光性要素は、適切な線源からの化学線に
露光される。化学線源には、紫外及び可視の波長領域が含まれる。具体的な化学線源の適
合性は、開始剤と感光性要素の作製で使用される少なくとも１種のモノマーの感光性とに
影響される。ほとんどの一般的な凸版印刷版の好ましい感光性は、良好な室内光安定性が
得られることから、スペクトルのＵＶ領域及び短波長側可視域にある。好適な可視及びＵ
Ｖの線源の例としては、炭素アーク、水銀蒸気アーク、蛍光灯、電子フラッシュユニット
、電子線ユニット、レーザー、及び写真用照明が挙げられる。最も好適なＵＶ線源は、水
銀蒸気灯、特には太陽灯である。業界標準の線源の例としては、Ｓｙｌｖａｎｉａ　３５
０　Ｂｌａｃｋｌｉｇｈｔ蛍光灯（ＦＲ４８Ｔ１２／３５０　ＶＬ／ＶＨＯ／１８０、１
１５ｗ）、及びＰｈｉｌｉｐｓ　ＵＶ－Ａ「ＴＬ」－シリーズ低圧水銀蒸気蛍光灯が挙げ
られる。これらの線源は、通常３１０～４００ｎｍの長波長ＵＶ光を放射する。これらの
特定のＵＶ線源に感受性を有するフレキソ印刷版は、３１０～４００ｎｍを吸収する開始
剤を利用する。赤外線感受性層を含むこれらの実施形態についての赤外線への画像様露光
及び化学線への全面露光は、同じ装置中で行うことができると考えられる。線源は、感光
性要素から約１．５～約６０インチ（約３．８～約１５３ｃｍ）の距離で使用することが
できる。露光温度は、好ましくは周囲温度であるか、又はそれよりわずかに高い。すなわ
ち、約２０℃～約３５℃である。
【０１２７】
　本発明の感光性要素の画像様露光は、大気酸素の存在下（従来のデジタルワークフロー
）；不活性ガスブランケット若しくは流体層下又は酸素バリアフィルム若しくは層を用い
るなどの大気酸素の不存在下；又は不活性ガスと、大気未満であるが完全な不活性ガス環
境よりも多い濃度の酸素とを有する制御された環境中（改良されたデジタルワークフロー
）；で行うことができる。従来のデジタルワークフロー方法は、７８％の窒素、約２１％
の酸素、それぞれ１％未満のアルゴン及び二酸化炭素、並びに微量の他の気体である、通
常の大気条件下の空気中で、感光性要素を化学線に画像様露光する。つまり、画像様露光
が空気中の場合には酸素の濃度は約２１０，０００ｐｐｍである。
【０１２８】
　いくつかの実施形態においては、本発明の感光性要素の画像様露光は、不活性ガスと酸
素の濃度の制御された環境下である改良されたデジタルワークフローで行われる。感光性
要素の化学線への画像様露光は、不活性ガスの存在及び１９０，０００～１００パーツパ
ーミリオン（ｐｐｍ）の酸素濃度を含む環境下で行われる。不活性ガスは、感光性要素と
の反応を示さないか又は遅い反応速度を示し（すなわち重合反応に対して不活性）、露光
環境（すなわち密閉された露光チャンバー）中の酸素と置き換えることができる気体であ
る。好適な不活性ガスとしては、アルゴン、ヘリウム、ネオン、クリプトン、キセノン、
窒素、二酸化炭素、及びこれらの組合せが挙げられるが、これらに限定されない。不活性
ガス、及び不活性ガスの組み合わせ又は混合物は少量の酸素を含む場合があるものの、少
量の酸素の存在はチャンバー中の雰囲気を置き換えるための又はチャンバー中の望ましい
酸素濃度を維持するための不活性ガスの能力を大きくは変えない。ある実施形態において
は、不活性ガスは窒素である。
【０１２９】
　不活性ガスと１９０，０００～１００ｐｐｍの酸素濃度との特定の環境における感光性
要素の画像様露光によって、アナログワークフローで作製される印刷版に形成されるイン
ク保持上面領域と構造的に類似したインク保持上面領域をそれぞれが有する複数の隆起表
面のレリーフ構造を有する印刷版が得られる。すなわち、本方法によって作製される凸版
印刷版中の隆起表面の上面領域は、平坦又は実質的に平坦であり、要素が大気酸素の存在
下で露光される従来のデジタルワークフローに特有の丸みを帯びていない。改良されたデ
ジタルワークフローにおける画像様露光によって、上面領域上、すなわち得られる印刷版
の印刷面上のマイクロセルの形成及び保持も与えられる。ある実施形態において、感光性
要素は、画像様露光されている表面の環境に対するバリアとして働き得る追加的な層を、
ｉｎ－ｓｉｔｕマスクの上面に全く含まない。
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【０１３０】
　制御された環境中での感光性要素の露光のためのチャンバーを提供する露光装置が開示
される。露光装置は、密閉された露光チャンバーと、化学線源と、密閉された露光チャン
バーに導入するための気体源と、密閉された露光チャンバーの中の酸素濃度を測定するた
めの手段とを含む。化学線源は、感光性要素が密閉された露光チャンバーの中に存在して
いる際に、ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを有する感光性要素の面上に化学線を衝突することがで
きる。化学線源は感光性要素の隣に位置させることができる。いくつかの実施形態におい
ては、化学線源は密閉された露光チャンバーの隣に位置する。
【０１３１】
　改良デジタルワークフローのためには、感光性要素の画像様露光時、感光性要素は密閉
された露光チャンバーの中に入れられるか実質的に中に入れられ、その結果密閉された露
光チャンバーは密閉された露光チャンバーの外部の環境とは露光時に異なる内部環境を有
する。密閉された露光チャンバーの内部環境は、気体又は気体類、すなわち不活性ガスと
１９０，０００ｐｐｍ～１００ｐｐｍの酸素濃度の特定の環境である。密閉された露光チ
ャンバーは、露光チャンバー中の酸素濃度を制御又は維持するために、露光時に内部環境
の中に感光性要素を封入する。密閉された露光チャンバーは、既存の露光装置の中に付属
されているかこれに取り付けられている別個の筺体であってもよいし、あるいは露光装置
の枠の中に組み込まれていてもよいし、あるいは露光装置の中に組み込まれているハウジ
ングなどの既存の構造から形成されていてもよい。ある実施形態においては、密閉された
露光チャンバーは露光装置の必須部分であり、その結果、露光装置は全てのワークフロー
（すなわち真空下での露光を伴うアナログワークフロープロセス、空気中での露光を伴う
従来のデジタルワークフロー、及び不活性ガスと１９０，０００～１００ｐｐｍの酸素濃
度の環境での露光を伴う改良されたデジタルワークフロー）に対応することができる。化
学線源は、ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを有する感光性要素の面上に化学線が衝突できる限り、
密閉された露光チャンバーの内部に位置していても外部に位置していてもよい。化学線源
は、密閉された露光チャンバーに隣接して位置するあるいは位置していてもよく、特には
感光性要素に隣接して位置するあるいは位置していてもよい。具体的には、化学線源は、
要素がチャンバーの中に封入されている時にｉｎ－ｓｉｔｕマスクを介して線源を感光性
要素に露光できるように位置する、設置する、又は設置可能であるようにする必要がある
。
【０１３２】
　凸版印刷版として使用されることになる印刷版原版のためには、方法は通常、裏露光及
び表画像様露光を含む。裏露光又は「バックフラッシュ」は、画像様露光の前、後、又は
最中に行うことができる。通常は画像様露光の前のバックフラッシュが好ましい。バック
フラッシュは、数秒から約３０分までの範囲であってもよい時間をかけた、光重合性原版
の支持体を介した化学線の全面露光又はブランケット露光である。バックフラッシュは、
光重合性層の支持体側の上に重合した材料の浅い層又はフロアを設け、光重合性層を感光
性にし、ハイライトドットの解像度に役立ち、また印刷版のためのレリーフ面の深さも定
める。フロアは光重合性層の支持体への接着性を改善し、感光性要素へのより優れた機械
的完全性を付与する。フロアの厚さは、露光時間、露光線源、光重合性層の厚さ等に応じ
て様々である。いくつかの実施形態においては、フロアを設けるのに好適なバックフラッ
シュ露光は、原版の製造中、原版が構造的に組み立てられて少なくとも１つのしるしを有
する支持体に隣接する光重合性層を包含した後に行われる。ほとんどの他の実施形態にお
いては、光重合性層を支持体へ確実に接着するために、原版の製造時に最小の時間及び／
又はエネルギーのバックフラッシュ露光が行われ、もう１回の時間及び／又はエネルギー
のバックフラッシュ露光は、フロア及びレリーフの深さを定めるために、原版の印刷版へ
の変換時に使用者によって行われる。
【０１３３】
　画像を保持するマスクを介してのＵＶ光への全面露光の後、感光性印刷要素は、光重合
性層の未重合の領域を除去するために処理され、それによってレリーフ画像を形成する。
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処理工程は限定されず、露光された感光性要素を望ましい印刷版に変換するための従来の
工程が含まれる。処理には、画像形成された感光性層を印刷版に変換する感光性要素の具
体的な種類のために適切な、洗い流しなどの１つ以上の溶液での処理、又は加熱による処
理などが含まれ得る。感光性印刷要素の処理には、（１）光重合性層を適切な現像液と接
触させて未重合領域を洗い流す「湿式」現像、及び（２）未重合領域を溶融又は軟化又は
流動させる現像温度まで光重合性要素を加熱してから、現像媒体と接触させて未重合材料
を吸い取るか逃がす「乾式」現像が含まれ得る。乾式現像は、熱現像とも呼ばれる場合が
ある。
【０１３４】
　湿式現像は、通常ほぼ室温で行われる。現像液は、有機溶剤、水溶液、半水性溶液、又
は水を含み得る。現像液の選択は、主に、除去される光重合性組成物の化学的性質に依存
するであろう。好適な有機溶剤現像液としては、芳香族若しくは脂肪族の炭化水素、脂肪
族若しくは芳香族のハロ炭化水素溶剤、又はこのような溶剤と好適なアルコールとの混合
物が挙げられる。好適な半水性現像液は、水及び水混和性有機溶剤及びアルカリ性物質を
含み得る。好適な水性現像液は、水及びアルカリ性物質を含み得る。他の好適な水性現像
液の組み合わせは、米国特許第３，７９６，６０２号明細書に記載されている。現像時間
は様々な場合があるが好ましくは約２～約２５分の範囲である。現像液は、浸漬、噴霧、
及び刷毛若しくはローラーによる塗布を含む任意の従来の方法で塗布することができる。
感光性印刷要素の未重合部分を取り除くために、刷毛塗り補助具を使用してもよい。洗い
流しは自動処理ユニットで行うことができる。これは、現像液及び機械的な刷毛塗り動作
を使用して、得られる凸版印刷版の未露光部分を除去し、露光された画像及びフロアを構
成するレリーフを残す。
【０１３５】
　溶液中での現像による処理の後、印刷版は通常、吸い取り又は拭き取り乾燥され、次い
で強制空気オーブン又は赤外線オーブンの中でより完全に乾燥される。乾燥時間及び温度
は様々であってもよいが、典型的には版は、約６０℃で約６０～約１２０分間乾燥するこ
とができる。高温は、支持体が収縮してそれにより位置合わせの問題が生じ得ることから
不適切である。
【０１３６】
　熱現像においては、光重合性層は、典型的には、未重合領域を液化させる、すなわち溶
融、軟化、又は流動させる約４０℃～２００℃の現像温度まで加熱することができる。光
重合性層は、その後、未重合の光重合性組成物を除去するために、吸収性材料などの現像
媒体と接触させられてもよい。光重合性層の重合領域は未重合領域よりも高い融点を有し
ており、そのため現像温度では溶融しない（米国特許第５，２１５，８５９号明細書及び
国際公開第９８／１３７３０号パンフレットを参照）。感光性印刷要素の熱現像に好適な
装置は、米国特許第５，２７９，６９７号明細書及び米国特許第６，７９７，４５４号明
細書に開示されている。
【０１３７】
　光重合プロセスを確実に完了させ、感光性印刷版が印刷及び保管時に確実に安定なまま
であるようにするために、本発明の方法により作製される印刷版を均一に後露光してもよ
い。この後露光工程は、主露光と同じ線源を用いることができる。粘着性除去処理は、フ
レキソ印刷版の表面が粘着性のままである場合に行われ得る任意選択的な現像後処理であ
り、そのような粘着性は後露光では通常除去されない。粘着性は、臭素溶液又は塩素溶液
を用いた処理などの当該技術分野で周知の方法によって、及び３００ｎｍ以下の波長を有
する線源への露光によって、除去することができる。
【０１３８】
　処理後、印刷版はインクを保持及び基材に画像様に転写するための隆起した要素のレリ
ーフ面と、印刷されない窪んだ部分とを有する。印刷されたセルパターン層のフィーチャ
はマイクロセルを形成し、これらは窪み及び／又は非常に小さい反転のようにみえる場合
があり、凸版印刷版による最も濃い線スクリーンのハーフトーン領域のハーフトーンドッ



(31) JP 6901410 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

ト間の間隔よりも、それぞれ少なくとも１つの寸法が小さい（ハーフトーンドットが印刷
されている領域の場合）、印刷面を変更する画像要素である。マイクロセルは、印刷版上
の最も小さい周期構造間の間隔よりも、少なくとも１つの寸法でそれぞれ小さい。
【０１３９】
　本方法は、微細な隆起した面の要素からなる隆起した印刷面を有する印刷版であって、
各隆起した面の要素は、その三次元レリーフ形状によって十分に特徴付けることができ、
また基材上に望ましい画像を正確に再現するのに十分な平ら若しくは十分に平らな上面領
域を有する、印刷版を提供する。デジタルワークフローによって作製される凸版印刷版中
のレリーフ構造は、光重合性層への酸素による阻害の影響によってはもはや制限されない
。本発明は、特には隆起した表面要素（例えばハーフトーンドット）の大きさに対するマ
スクの開口の大きさの点から、本質的にｉｎ－ｓｉｔｕマスク画像の再形成である、印刷
版上への隆起した表面要素のレリーフ面の形成能力を付与する。本発明は、アナログワー
クに関連したコスト及び製造の欠点を回避し、完全に不活性な環境を確立する難しさを回
避しながらもデジタルワークフローの効率性を利用する。
【０１４０】
　限定するものではないが、光重合性層の組成；デジタル的にマスクを形成するために使
用する方法；印刷版原版を形成する感光性要素のアセンブリ；感光性要素を化学線に画像
様露光するために使用するワークフロー；の多くの要因に応じて、セルパターン層中に印
刷されるフィーチャは、凸版印刷版の印刷面に形成されたマイクロセルと一対一対応、又
は実質的に一対一対応を与える。
【０１４１】
　本発明の感光性要素は、例えば厚紙やプラスチックフィルムなどの包装用材料等の柔軟
性があり変形し易い表面上にフレキソ印刷するための凸版印刷版の形成に特に有用である
。本発明の感光性要素は、プレート、プレート・オン・スリーブ、プレート・オン・キャ
リア、プレートセグメント・オン・キャリアの形態で、又はシームレス連続フレキソ印刷
版として、使用することができる印刷版へと変換される。
【０１４２】
　上で説明されている本発明の教示の利益を有する当業者は、これらに様々な修正を加え
ることができる。これらの修正は、添付の請求項に示されている本発明の範囲内に包含さ
れるものとして解釈されるべきである。
【実施例】
【０１４３】
　以下の実施例において、全てのパーセンテージは、特段の記載がない限り重量基準であ
る。ＣＹＲＥＬ（登録商標）光重合性印刷版、ＣＹＲＥＬ（登録商標）露光ユニット、及
びＣＹＲＥＬ（登録商標）処理装置は、全てＴｈｅ　ＤｕＰｏｎｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｗ
ｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）から入手可能である。
【０１４４】
実施例１
　この実施例は、インクで印刷された、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層
と光重合性層との間に組み込まれているセルパターン層を有するデジタル印刷版原版の形
成方法を示す。組み込まれたセルパターンを有するデジタル原版から作製される印刷版に
より印刷されるベタ領域中のインクの濃度を増加させることができる、２つ以上の設計の
印刷されたセルパターンを示す。
【０１４５】
印刷されたセルパターンのための印刷版の作製
　デジタルカバーシートのレーザーでアブレーション可能な組成物の層の上にインクでセ
ルパターンを印刷するために、複数の凸版印刷版を作製した。ベース支持体、光重合性組
成物の層、赤外レーザーでアブレーション可能な組成物の層、及びポリエステルカバーシ
ートをこの順で含むＣＹＲＥＬ（登録商標）４５ＤＰＲ光重合性印刷版原版を、デジタル
カバーシートの上へのセルパターン層の印刷に好適なレリーフ面を有する凸版印刷版を製
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造するために使用した。４５ＤＰＲは、約４５ミルである処理後の光重合性層及びベース
支持体の厚さを有する。
【０１４６】
　５種の異なるセルパターン単位を設計し、タイル表示し、そして原版上のデジタルマス
クの形成に好適な赤外レーザー光を有するデジタル画像化ユニット中で画像ファイルとし
てそれぞれ保存した。図　３ａ～図　３ｅに示されているように、各セルパターン単位は
、赤外レーザー光により除去されるかアブレーションされる（４５ＤＰＲ原版の）デジタ
ル層の領域を表す黒いブロックと、原版に残るデジタル層の領域を表す透明又は白いブロ
ックとを含む。各セルパターン単位は、パターン中の黒いブロックの総数をブロックの総
数で割ることによって得られるパーセントマスク透過率の値を有する。マスク透過率の値
は、パターンを識別する１つの簡便な方法ではあるが、これは包括的ではない。いくつか
の事例においては、セルパターン単位が同じパーセントマスク透過率の値を有する場合が
あるが、異なる結果、すなわちベタインク濃度又は粒状性を生じさせ得るであろう。各セ
ルパターン単位は、望ましい被覆を得るためにタイル表示され、４５ＤＰＲ原版上のデジ
タル層のｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成するためにデジタル画像化ユニットによって使用さ
れた。
【０１４７】
　それぞれ次の通りに５つのセルパターンを印刷するために凸版印刷版を作製した。カバ
ーシートを４５ＤＰＲ原版から取り外した。原版を、高解像度光学系のＯｐｔｉｃｓ４０
と、４０００ピクセル毎インチのＰｉｘｅｌ＋画像化装置とを備えたＥｓｋｏ　ＣＤＩ　
Ａｄｖａｎｃｅ　５０８０デジタル画像化ユニット（Ｅｓｋｏ－Ｇｒａｐｈｉｃｓ，Ｄａ
ｎａｈｅｒ社（Ｇｅｎｔ，Ｂｅｌｇｉｕｍ）より）のドラムの上に取り付け、図３ａ～図
３ｅに記載されているような具体的な１つのセルパターン単位の繰り返しにより赤外線で
アブレーション可能な層をレーザーアブレーションすることによって、原版の上にｉｎ－
ｓｉｔｕマスクを形成した。ＣＤＩデジタル画像化装置は３．８Ｊ／ｃｍ2のレーザーエ
ネルギーを使用し、Ｐｉｘｅｌ＋の振幅は２１０であった。
【０１４８】
　原版をＣＹＲＥＬ（登録商標）３０００　ＥＴＬ－Ｄ露光ユニットの中に置き、ｉｎ－
ｓｉｔｕマスクを介した画像様露光のために、窒素ガス環境のチャンバーの中、約１６ｍ
Ｗ／ｃｍ2で、光重合性層の画像様硬化に十分な時間、３６５ｎｍの紫外線に露光した。
露光中、窒素ガス環境によってチャンバーから酸素が除去され、その結果得られた印刷版
のレリーフ面は、デジタルカバーシートのレーザーアブレーション可能な層の上にセルパ
ターンを印刷するのに必要な非常に細かい細部を保持することになる。原版は、上述した
波長及びエネルギーで、凸版用の感光性樹脂のフロア形成に十分な時間、支持体を介して
全面露光した。露光した原版を、ＣＹＬＯＳＯＬ洗浄溶液を使用してＣＹＲＥＬ（登録商
標）処理装置の中で処理し、乾燥し、後露光し、４５ＤＰＲ版原版に推奨される条件に従
って光による最終処理（ｌｉｇｈｔ　ｆｉｎｉｓｈｅｄ）を行うことで、フレキソ凸版印
刷に好適なレリーフ面を有する印刷版を形成した。印刷版を印刷のために７×１１．５イ
ンチの大きさに切断した。
【０１４９】
デジタルカバーシート上へのセルパターンの印刷
　各試験用デジタルカバーシートについて、上で作製した（４５ＤＰＲ原版から）印刷版
のうちの１つを、Ｍａｒｋ　Ａｎｄｙ　８３０（商標）印刷機の版胴上に３Ｍ　１０２０
（商標）テープを使用して取り付けた。版胴は、０．１３０インチのカットバック及び９
６個の歯車を有することで１２インチの繰り返しパターンを与えた。印刷は、０．７ＢＣ
Ｍの容量の２０００ＬＰＩを有するアニロックスロールを用いて行った。印刷は１８０フ
ィート毎分で行った。
【０１５０】
　印刷機に、Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＴＸＬＦＷ５８３４９０１　Ａｑｕａｖｅｒｓ
ｅプロセスシアンインクを充填した。インクは化学線、特には紫外（ＵＶ）光に対して不
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透明であるが、デジタル画像化装置で使用されるレーザー光、すなわち赤外（ＩＲ）線の
波長に対して透明である。最初に、クリアな（すなわち透明な）ポリエステルフィルム上
にセルパターン層を印刷するために使用するのと同じ又は実質的に同じ印刷濃度でベタ領
域としてインクを印刷し、ＵＶ光の吸光度についてインクの印刷領域を測定し、デジタル
画像化装置上でのＩＲ線透過率を試験することによって、インクを紫外線に対して不透明
であり赤外線に対して透明であるその能力について評価した。インクのＵＶ光の吸光度は
約１．５ユニットであった。これはインクの印刷されたベタ領域を通過するＵＶ光の約４
％未満を意味し、そのためＵＶ光に対して十分に不透明である。フィルム上の印刷された
インクの領域をデジタル画像化装置のドラムの上に置き、その後ＩＲレーザー光に露光し
た。ベタインク領域は、デジタル画像化装置からのＩＲ光によっては影響を受けなかった
、すなわち変質、変化、又はアブレーションされなかったことが示された。これは、イン
ク試料がデジタル画像化装置で使用される光の波長（１０６４ｎｍ）で吸収しないことを
意味する。
【０１５１】
　別途、赤外線感受性のアブレーション可能な組成物を調製し、米国特許第６，２３８，
８３７号明細書の実施例１に実質的に記載されている通りにＭＹＬＡＲ（登録商標）ポリ
エステルフィルムのウェブの上に層としてコーティングした。乾燥時、赤外線感受性のア
ブレーション可能な層は、約６７重量％のポリアミド（Ｍａｃｒｏｍｅｌｔ（登録商標）
６９００）及び約３３重量％のカーボンブラックを含んでいた。ポリエステルフィルムの
ウェブの上の赤外線感受性層は赤外線感受性要素と呼ばれる。ポリエステルフィルムは、
レーザーでアブレーション可能な層のための支持体として機能するが、下で記述するよう
な積層版と接合される場合には保護カバーシートとして機能することになる。
【０１５２】
　インクを、ポリエステルフィルム支持体と反対側の赤外線によりアブレーション可能な
層の表面上にセルパターンとして印刷版により印刷するために、赤外線感受性要素のウェ
ブを印刷機に取り付けた。ここでインクで印刷された特定のマイクロパターンを含むウェ
ブを、試験用デジタルカバーシートを形成するための大きさに切断した。
【０１５３】
　図４ａ～図４ｅは、実施例１に記載の印刷の後の、それぞれ試験１～試験５についての
各デジタルカバーシートを撮影した顕微鏡画像の複写であり、試験用デジタルカバーシー
トを形成するための、赤外線感受性要素の赤外線感受性のアブレーション可能な層の上面
の、具体的な印刷されたインクのセルパターンを示している。全ての顕微鏡画像はＺｅｉ
ｓｓ　Ａｘｉｏ　Ｏｂｓｅｒｖｅｒ　Ｚ１Ｍ顕微鏡を用いて反射モードで撮影した。
　レーザーアブレーション可能な層の上に印刷した後の５つの異なるセルパターンのそれ
ぞれ再現された顕微鏡画像が図４ａ～図４ｅに示されている。明らかに、小さなサイズの
これらのフィーチャは、フレキソ印刷を使用して、特には使用した特定の印刷機を用いて
印刷できるものの限界に近付いている。図４ａ、図４ｂ、及び図４ｃに示されている印刷
されたパターンは、レーザー画像化層の上に全て忠実に再現された。図４ｄ及び図４ｅに
示されている印刷されたパターンは、インクが混ざる傾向があり示されているパターンに
なったため、十分に再現されなかった。
【０１５４】
積層版の作製
　複数のＣＹＲＥＬ（登録商標）光重合性印刷版、タイプＤＳＲ（６７ミル）を、この実
施例のための印刷版原版として使用するために改良した。ＤＳＲ型の光重合性印刷版は、
ベース支持体、光重合性組成物の層、赤外線でアブレーション可能な層、及びカバーシー
トをこの順で含む。光重合性層は、ＡＢＡブロックコポリマーの弾性バインダー、モノマ
ー（類）、光開始剤、及び他の添加剤を含んでいた。６７ＤＳＲは、約６７ミルである処
理後の光重合性層及びベース支持体の厚さを有する。
【０１５５】
　印刷版原版は、カバーシート及びレーザーでアブレーション可能な層を６０１ＭＹＬＡ
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Ｒ（登録商標）ポリエステル（ＰＥＴ）フィルム（シリコーン処理されたコーティングを
有する表面を有するＰＥＴフィルムの透明シート、ＤｕＰｏｎｔＴｅｉｊｉｎ　Ｆｉｌｍ
ｓ，Ｃｈｅｓｔｅｒ，ＶＡ，ＵＳＡより）のシートで置き換えた以外はＤＳＲ印刷版から
作製した。これにより、順に、ベース支持体、光重合性層、及びシリコーン処理されたＰ
ＥＴフィルムからなる構成構造が得られ、これは残りの実施例全体を通じて積層版と呼ば
れる。シリコーン処理されたＰＥＴフィルムは光重合性層及びベース支持体に影響を与え
ることなしに容易に除去することができ；同じ種類の光重合性組成物を有する異なるカバ
ーシートを有する印刷版原版を試験するために、他のカバーシート（レーザーアブレーシ
ョン可能な層と特定のセルパターン層を有する）をその後容易に光重合性層に積層できる
ことから、積層版は有用である。
【０１５６】
試験用印刷版原版の作製
　８×２５インチの寸法の積層版を２０×３０インチのステンレス鋼シート（厚さ２ミル
）の上に置いた。シリコーン処理されたＰＥＴフィルムを積層版から取り外し、積層版の
光重合性層を剥き出しにした。Ｃｒｏｍａｌｉｎ（商標）ラミネーターを１００℃に加熱
した。全ての方向に積層版よりも少なくとも１インチ大きい試験用デジタルカバーシート
（上に記載の通りに作製）を、その前縁が積層版の前縁と接触するように保持し；また印
刷されたセルパターンの層が試験用カバーシートの赤外線感受性のアブレーション層と積
層版の光重合性層との間に配置されるように位置合わせした。試験用カバーシートを有す
る積層版のアセンブリは、最初に前縁から、加熱されたラミネーターを最小限の圧力で通
過させた。得られた印刷版原版を、その後６０℃の乾燥オーブン中に終夜置き、試験用カ
バーシートのレーザーでアブレーション可能な層を光重合性層と十分に確実に接着させた
。過剰な、すなわち光重合性層から張り出している試験用カバーシートの一部は、その後
トリミングして取り除き、印刷版原版の画像化の準備を整えた。上述した通りに作製した
それぞれの試験用カバーシートについて、試験用印刷版原版は記載した積層方法によって
積層版とそれぞれの試験用カバーシートから作製した。支持体上に赤外線感受性のアブレ
ーション層と、赤外線感受性のアブレーション層上のＵＶ不透過性かつＩＲ透過性のイン
クで印刷された特定のセルパターン層とを有するそれぞれの試験用カバーシートは、上述
した方法を使用して積層版に積層した。試験用印刷版原版の最終的な構造は、順に、ポリ
エステルフィルム支持体、光重合性層、印刷されたセルパターンの層、マスクを形成する
ために使用される赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層、及び保護カバーシー
トとしての取り外し可能なポリエステルフィルム支持体であった。
【０１５７】
　それぞれの試験用カバーシートの積層版への積層による試験用印刷版原版の作製に加え
て、印刷されたセルパターンを含まない、赤外レーザーによってアブレーション可能な層
を有する従来のカバーシートを積層することによって、対照の印刷版原版も作製した。
【０１５８】
　試験用印刷版原版は、上述した積層版とデジタルカバーシートとから形成し、周囲条件
で約１週間寝かせた。
【０１５９】
試験用印刷版原版の凸版印刷版への変換
　それぞれの試験用印刷版原版について、カバーシート（これは赤外線によりアブレーシ
ョン可能な層のための支持体であった）を取り外し、試験用印刷版原版を上述したデジタ
ル画像化ユニットのドラム上に取り付け、その後、赤外レーザー光で選択的に露光して赤
外線感受性アブレーション層をアブレーションすなわち除去することによって試験用印刷
版原版の上にｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成した。
ｉｎ－ｓｉｔｕマスクは単純なベタパターンであり、赤外線感受性アブレーション層は、
全体の版面から除去、すなわちアブレーションされた。赤外レーザー光は、試験用印刷版
原版から赤外線によりアブレーション可能な層を除去したが、赤外線によりアブレーショ
ン可能な層と光重合性層との間に配置されている印刷されたセルパターンは影響を受けな
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かった。版の原版をＣＹＲＥＬ（登録商標）３０００　ＥＴＬ－Ｄ露光ユニットの中に置
き、ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを介した画像様露光のために、窒素ガスと約３％の制御された
酸素濃度との環境を有するチャンバーの中、約１６ｍＷ／ｃｍ2で、光重合性層の画像様
硬化に十分な時間、３６５ｎｍの紫外線に露光した。窒素ガスと３％の酸素濃度との制御
された環境中での露光は、平らな上面のハイライトドットなどの隆起した要素の望ましい
形状を形成するのに、及び窒素の完全な不活性ガス環境を確実にするために必要とされる
余分な時間及び制御なしで凸版印刷版の印刷面上にマイクロセルパターンを形成するのに
十分であった。セルパターンを印刷するための４５ＤＰＲ印刷版の作製と同様に、その後
、版の原版を、支持体を介して紫外線に露光し、溶剤溶液中で洗い流し現像し、乾燥し、
後露光し、ＤＳＲプレートのための標準的な作業手順に従う以外は上述の通りに光による
最終処理（ｌｉｇｈｔ　ｆｉｎｉｓｈｅｄ）を行うことで、レリーフ面を有する試験用凸
版印刷版を製造した。
【０１６０】
　図５ａ～図５ｅは、実施例１に記載のそれぞれ試験１～試験５の試験用印刷版原版から
作製された各試験用凸版印刷版の印刷面の顕微鏡画像の複写である。全ての顕微鏡画像は
Ｚｅｉｓｓ　Ａｘｉｏ　Ｏｂｓｅｒｖｅｒ　Ｚ１Ｍ顕微鏡を用いて反射モードで撮影した
。
　印刷面、すなわち得られたそれぞれの試験用凸版印刷版のレリーフ面の「ベタ」隆起部
分の最上部のインク保持面の顕微鏡画像の複写が図５ａ～図５ｅに示されている。デジタ
ルカバーシートに印刷された５つのセルパターンそれぞれについて、マイクロセルパター
ンは試験用凸版印刷版の最上部のインク保持面に形成された。図５ａ、図５ｂ、及び図５
ｃに示されているように、各セルパターン（それぞれ図３ａ、図３ｂ、及び図３ｃ中に示
されているセルパターン単位により生成）は、ベタ隆起部分のインク保持面上に全体が忠
実に再現されて、十分に形成されているか実質的に十分形成されている繰り返しのマイク
ロセル構造（すなわちインク保持面の窪み）を形成した。この中のマイクロセルパターン
の各セルは５～１０ミクロンである。図５ｄ及び図５ｅの各セルパターン（それぞれ図３
ｄ及び図３ｅ中に示されているセルパターン単位により生成）については、印刷時にセル
パターンが忠実に再現されなかったことから、ベタ隆起部分のインク保持面上に全体が再
現されたマイクロセル構造は、実質的により大きい構造（すなわち１５ミクロン超）を有
している。
【０１６１】
　それぞれの試験用凸版印刷版は、基材上へのベタ印刷のために使用した。各試験用凸版
印刷版をＰＣＭＣ　Ａｖａｎｔｉ　Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎフレキソ印刷
機の上に取り付け、Ｓｕｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　ＧＳ　Ｃｙａｎ　ＣＲＶＦＳ５１３４５３
９／Ｋ５２５溶剤系印刷インクを使用して、基材としてのＢｅｍｉｓの幅２０”の１．５
ミルフィルム（Ｗｈｉｔｅ　ＬＬＤＰＥ　Ｍｏｎｏ（ＭＡ１１－Ａ１０４－Ｅ０）の上に
印刷した。
【０１６２】
　ベタ印刷領域のインク濃度は、Ｔｅｃｈｋｏｎ　ＳｐｅｃｔｒｏＪｅｔ走査型分光光度
計－濃度計（Ｔｅｃｈｋｏｎ　ＵＳＡ（Ｄａｎｖｅｒｓ，ＭＡ，Ｕ．Ｓ．Ａ）より）を使
用して測定した。試験用凸版印刷版により生じた基材上のベタインク濃度の値は下に報告
されている。
【０１６３】



(36) JP 6901410 B2 2021.7.14

10

20

30

40

50

【表１】

【０１６４】
　結果に示されているように、試験版１、試験版２、及び試験版３は、レーザーアブレー
ション層上のセルパターンが印刷された画像なしで作製された対照と比較してベタインク
濃度の視覚的に有意な増加を示した。試験版４及び試験版５は、対照と比較してベタイン
ク濃度の視覚的に目立つ増加は示さなかった。これは、レーザーアブレーション層への印
刷のために設計されたセルパターン単位（図３ｄ及び図３ｅのもの）が、それぞれ図４ｄ
及び図４ｅのデジタルカバーシートの画像に示されているように、印刷プロセス時に忠実
に再現されなかったためである。セルパターンのデジタルカバーシートへの印刷を、この
試験の際に使用したＭａｒｋ　Ａｎｄｙ８３０と比較して改良された解像度を有するより
優れた印刷機上で行った場合には、図３ｄ及び図３ｅのセルパターン単位は、デジタルカ
バーシートの赤外線感受性レーザーアブレーション層に特定のインクで印刷することによ
って忠実に再現することができ、そのため凸版印刷版上に適切なマイクロセルパターンを
形成するのに有効であった可能性があり、また望ましいセルパターンを忠実に印刷できた
であろう。
【０１６５】
　通常、パーセントマスク透過率の値が小さすぎる場合には、ベタインク濃度について少
しの改善しか観察されず；値が大きすぎる場合には、インクが一緒に流れる傾向があり、
ベタ（パターンの個々の要素の印刷の代わりに）になり得ることから、セルパターンの印
刷が困難な場合がある。
【０１６６】
　実施例１（試験版１～試験版５）から、デジタル的に画像形成可能な層、すなわち赤外
線感受性のレーザーアブレーション可能な層、を有する印刷版原版の一体化された層とし
てのマイクロセルパターンを含む凸版印刷版によって、ベタインク濃度の有意な増加が得
られることが示された。実施例１によって、凸版印刷版上へのマイクロセルパターンの形
成に有用なセルパターンは、レーザーアブレーション可能な層の表面上に特定のインクで
セルパターン画像を印刷することによって、印刷版原版の中に組み込まれ得ることも示さ
れた。これはその後、光重合性層と結合されてデジタル原版を形成する。２０ミクロン未
満、より好ましくは１０ミクロン未満の大きさの印刷されたセルパターンのセルで最も良
好な結果が得られる。
【０１６７】
　デジタルカバーシートに組み込まれるセルパターンの印刷された画像は、セルパターン
がアブレーション時にも除去されないように、原版からレーザーアブレーション可能な層
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をアブレーションしてｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成するために使用されるレーザー光の波
長、すなわち近赤外光に対して透明である必要があり；また、印刷されたセルパターンが
増加したベタインク濃度での印刷が得られる印刷版の印刷面上にマイクロセル構造を生成
できるように、例えば紫外線などの化学線に対して不透明又は十分に不透明である必要も
ある。
【０１６８】
実施例２
　この実施例は、インクで印刷され、原版の赤外線感受性のレーザーアブレーション可能
な層と、光重合性層との間に組み込まれた、セルパターンの層を有するデジタル印刷版原
版の形成方法を示す。印刷されたセルパターンの追加的な設計は、組み込まれたセルパタ
ーンを有するデジタル原版から作製された印刷版によって印刷されるベタ領域のインクの
濃度を増加できるものとして示されている。
【０１６９】
　実施例１を、次の相違点を付け加えて上述の通りにもう一度行った。
【０１７０】
　新しいセルパターン単位を図３ｆに示す通りに設計し、デジタル画像化ユニットにより
使用することで、４５ＤＰＲ原版用のｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成した。これは印刷版の
中に作製され、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層の表面上にセルパターン
を印刷して試験５の印刷版のためのデジタルカバーシートを形成するために使用された。
【０１７１】
　更に、デジタル画像化ユニット中の画像ファイルとしての設計及び保存の実施例１に記
載されている工程の代わりに、原版上へのデジタルマスクに形成において使用されること
になる図３ｇに示されるセルパターン単位である２つの異なる繰り返しセルパターン単位
の逐次的な印刷によって、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層上に新しいセ
ルパターンを形成した。理論上は、２つの異なる繰り返しセルパターン単位の逐次的な印
刷によって、図３ｇに示されているセルパターン単位が形成又は実質的に形成されたはず
である。赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層の上に印刷された試験６のデジ
タルカバーシートは、図３ｂに示されている繰り返しセルパターン単位と、図３ｃに示さ
れている繰り返しセルパターン単位との組み合わせであった。この試験６のデジタルカバ
ーシートは、最初に赤外線感受性要素のウェブのレーザーアブレーション可能な層の上に
図３ｂのセルパターン単位の繰り返しで作製した印刷版によってインクで印刷し；次いで
、既に印刷されているセルパターン層の上に図３ｃのセルパターンの繰り返しで作製した
印刷版によってインクで印刷することによって作製した。しかし、図４ｆに示されている
デジタルカバーシートの撮影された顕微鏡画像の複写に示されているように、２つの異な
るセルパターンの位置ずれ及びウェブの伸縮により半ランダムな結果となった。半ランダ
ムなパターンは、あるパターンが他方に重なり合う場合に観察され得る、時々生じるモア
レ効果の回避において明らかな利点を有し得る。
【０１７２】
　図３ａ～図３ｄの試験セルパターン単位を表すデジタルカバーシートを再び作製した。
しかしこの実施例においては、デジタルカバーシートのレーザーアブレーション層上への
セルパターンの印刷は、Ｍａｒｋ　Ａｎｄｙ印刷機の代わりにＰＣＭＣ　Ａｖａｎｔｉ　
Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎフレキソグラフ印刷機を使用して行った。赤外線
感受性のレーザーアブレーション可能な層のインク及びウェブは、特定のセルパターン層
を用いて各デジタルカバーシートを形成するために上で記載したものと同じであった。し
かし、印刷は０．９ＢＣＭの容量及び６０°のセル角を有する２０００セル毎インチのア
ニロックスロールを用いて行った。これは実施例１のデジタルカバーシート上にセルパタ
ーンを印刷するために使用したアニロックスロールとは異なっていた。
【０１７３】
　試験用印刷版原版は、上述した積層版とデジタルカバーシートとから形成し、周囲条件
で２週間寝かせた。同じ光重合性層と光重合性層上の赤外線感受性のレーザーアブレーシ
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ョン可能な層とを有するが、印刷されたいずれのセルパターン層も有さない（及びデジタ
ル画像化装置によって赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層中に形成されたい
ずれのマイクロセルパターンも有さない）、対照の版を作製した。
【０１７４】
　ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成し、露光ユニット上で露光することによって、原版の画像
様露光を不活性ガスとしての窒素及び３％の酸素濃度の制御された環境の露光チャンバー
の中で行った以外は上述した通りに実施例２のために作製した試験用印刷版原版を凸版印
刷版へと変換した。
【０１７５】
　各試験用凸版印刷版を上述の通りに印刷し、印刷された基材上のベタ領域のインクの得
られた濃度を測定して下に報告した。
【０１７６】
【表２】

【０１７７】
　印刷されたセルパターン層を含む実施例２の全ての試験版は、マイクロセルパターンを
有さない対照の版と比較してベタ印刷領域のインク濃度が有意に増加したことが明らかに
なった。
【０１７８】
　実施例２によって、ベタインク濃度の有意な増加は、レーザーアブレーション可能な層
の上に画像を特定のインクで印刷することによって生じ得ることが示された。これはその
後、デジタル印刷版原版の中に組み込まれて原版からのフレキソ印刷用の凸版印刷版を作
製するための方法において利用される。印刷された画像は、アブレーションによって除去
されないように、ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成するアブレーションプロセスにおいてデジ
タル画像化装置により使用される近赤外光に対して透明である必要があり；また凸版印刷
版の印刷面上に微細なマイクロセル構造を生成して印刷後に増加したベタインク濃度が得
られるように、紫外線に対して十分に不透明である必要がある。
【０１７９】
実施例３
　この実施例は、インクで印刷され、原版の赤外線感受性のレーザーアブレーション可能
な層と、光重合性層との間に組み込まれた、セルパターンの層を有するデジタル印刷版原
版の形成方法を示す。印刷されたセルパターンの追加的な設計は、組み込まれたセルパタ
ーンを有するデジタル原版から作製された印刷版によって印刷されるベタ領域のインクの
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【０１８０】
　実施例１を、次の相違点を付け加えて上述の通りにもう一度行った。
【０１８１】
　新しいセルパターン単位を図３ｈに示す通りに設計し、４５ＤＰＲ原版のためのｉｎ－
ｓｉｔｕマスクの形成のためにデジタル画像化ユニットによって使用した。これは印刷版
の中に作製し、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層の表面上にセルパターン
を印刷して実施例３の試験１のデジタルカバーシートを形成するために使用した。ＣＤＩ
デジタル画像化装置は３．２Ｊ／ｃｍ2のレーザーエネルギーを使用し、Ｐｉｘｅｌ＋の
振幅は１２０であった。
【０１８２】
　新しいセルパターン単位を図３ｉに示す通りに設計し、４５ＤＰＲ原版のためのｉｎ－
ｓｉｔｕマスクの形成のためにデジタル画像化ユニットによって使用した。これは印刷版
の中に作製され、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層の表面上にセルパター
ンを印刷して実施例３の試験２のデジタルカバーシートを形成するために使用された。Ｃ
ＤＩデジタル画像化装置は３．２Ｊ／ｃｍ2のレーザーエネルギーを使用し、Ｐｉｘｅｌ
＋の振幅は１２０であった。
【０１８３】
　新しいセルパターン単位を図３ｊに示す通りに設計し、４５ＤＰＲ原版のためのｉｎ－
ｓｉｔｕマスクの形成のためにデジタル画像化ユニットによって使用した。これは印刷版
の中に作製し、赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層の表面上にセルパターン
を印刷するために使用した。ＣＤＩデジタル画像化装置は３．０Ｊ／ｃｍ2のレーザーエ
ネルギーを使用し、Ｐｉｘｅｌ＋の振幅は１２０であった。
【０１８４】
　図３ｊの繰り返しセルパターン単位を印刷するために使用した印刷版を印刷機のドラム
から剥がし、印刷版上のセルパターンが９０°回転するように再び取り付けた。図３ｊの
第１の印刷された繰り返しセルパターンを有するレーザーによりアブレーション可能な層
に、回転させた図３ｊの繰り返しセルパターンを用いて二回目の印刷を行って（第１のセ
ルパターンの上に）実施例３の試験３のデジタルカバーシートを形成した。
【０１８５】
　試験用印刷版原版は、上述した積層版とデジタルカバーシートとから形成し、周囲条件
で約２週間寝かせた。同じ光重合性層と光重合性層上の赤外線感受性のレーザーアブレー
ション可能な層とを有するが、印刷されたセルパターン層を全く有さない（及びデジタル
画像化装置によって赤外線感受性のレーザーアブレーション可能な層中に形成されたマイ
クロセルパターンを全く有さない）、対照の版を作製した。
【０１８６】
　各試験用凸版印刷版を上述の通りに印刷し、印刷された基材上のベタ領域のインクの得
られた濃度及びシアンのパーセント粒状性は、低解像度の光学系を使用した、デジタルカ
メラルーペ、モデルＰＩＡＳ（登録商標）－ＩＩユニット（Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｅｎｇｉｎ
ｅｅｒｉｎｇ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ，Ｉｎｃ．，（Ｂｉｌｌｅｒｉｃａ，Ｍａｓｓａｃ
ｈｕｓｅｔｔｓ，ＵＳＡ）より）を有するパーソナルイメージ分析システム使用して測定
し、下に報告した。ベタインク濃度の値が低いほど印刷品質は優れている。粒状性の値が
低いほど印刷品質は優れている。粒状性は、基材上に塗布されたインクの均一性の尺度で
ある。
【０１８７】
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【表３】

【０１８８】
　印刷されたセルパターン層を含む実施例３の全ての試験版は、マイクロセルパターンを
有さない対照の版と比較してベタ印刷領域のインク濃度が有意に増加したことが明らかに
なり、またマイクロセルパターンを有さない対照の版と比較してベタ印刷領域の粒状性が
有意に減少したことが明らかになった。
【０１８９】
　実施例３によって、ベタインク濃度の有意な増加及びベタ印刷の粒状性の有意な減少は
、レーザーアブレーション可能な層の上に画像を特定のインクで印刷することによって生
じ得ることが示された。これはその後、デジタル印刷版原版の中に組み込まれ、原版から
のフレキソ印刷用の凸版印刷版を作製するための方法において利用される。印刷された画
像は、アブレーションによって除去されないように、ｉｎ－ｓｉｔｕマスクを形成するア
ブレーションプロセスにおいてデジタル画像化装置により使用される近赤外光に対して透
明である必要があり；また凸版印刷版の印刷面上に微細なマイクロセル構造を生成して印
刷後に増加したベタインク濃度が得られるように、紫外線に対して十分に不透明である必
要がある。
【０１９０】
実施例４
　実施例４は、版表面上にマイクロセルパターンを直接印刷する概念の実例を示すために
設計される。
【０１９１】
　「積層版の作製」の項に記載した通りに、６０１ＭＹＬＡＲ（登録商標）ポリエステル
を用いてＤＳＲ版を作製した。この時、カバーシートを剥がして生版を３インチのプラス
チック芯の周りに巻いた。「セルパターンの印刷のための印刷版の作製」の項で記載した
通りに、Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＴＸＬＦＷ５８３４９０１　Ａｑｕａｖｅｒｓｅプ
ロセスシアンインクを充填したＭａｒｋ　Ａｎｄｙ８３０印刷機に図３Ｃ中の画像を有す
るレリーフ版を取り付けた。版のシリンダーがアニロックスロールと接触するが基材とは
接触しないように、印刷機の同心円状の調節ねじを調整した。印刷機を運転する際、３イ
ンチのプラスチック芯上の生版を版の約半分がマイクロセルパターンで印刷されるように
レリーフ版上に降下させた。その後、「試験用印刷版原版の作製」の項で記載した通りに
生版にＬＡＭＳカバーシートを積層した。その後、「試験用印刷版原版の凸版印刷版への
変換」の項で記載した通りに完成レリーフ版を形成した。その後、完成した版を、Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＴＸＬＦＷ５８３４９０１　Ａｑｕａｖｅｒｓｅプロセスシアンイ
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ンクを使用したＭａｒｋ　Ａｎｄｙ８３０印刷機で二軸延伸ポリプロピレンフィルム上に
印刷した。その後、印刷物の測定をＱｕａｌｉｔｙ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｓのＰＩＡＳ－ＩＩ（商標）画像品質分析ユニットを使用して行った。予め印
刷されているマイクロセルパターンあり又はなしの領域の結果が下に示されている。これ
らの結果は、予め印刷されているマイクロセルパターンが印刷濃度と最終印刷物の粒状性
の両方を改善したことを示している。
【０１９２】
【表４】

　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
［１］印刷版原版であって、
　第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
　赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線
アブレーション層であって、
　　　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　　　（ｉｉ）放射に不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも異なっていて
もよい材料と、
　　　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含む赤外線アブレーション層
；並びに
　前記光重合性層と前記赤外線アブレーション層との間に配置されており複数のフィーチ
ャを含むパターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化学
線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成されている、パターン層
；
　を含む印刷版原版。
［２］前記パターン層が、支持体と反対側の前記光重合性層の表面上に印刷されている、
［１］に記載の印刷版原版。
［３］前記赤外線アブレーション層が、前記印刷されたパターン層の上の前記光重合性層
へのコーティングによって設けられている、［２］に記載の印刷版原版。
［４］前記パターン層が、前記光重合性層の表面と隣接して実質的に接触することになる
前記赤外線アブレーション層の表面上に印刷されている、［１］に記載の印刷版原版。
［５］前記インクがシアンインクである、［１］に記載の印刷版原版。
［６］前記インクがＵＶ吸収性材料を含む、［１］に記載の印刷版原版。
［７］印刷版原版であって、
　第１のバインダー、モノマー、及び光開始剤を含む光重合性層；
　赤外線によりアブレーションが可能であり非赤外の化学線に対して不透明である赤外線
アブレーション層であって、
　　　（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、
　　　（ｉｉ）放射に不透明な材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）は同じでも異なっていて
もよい材料と、
　　　（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含む赤外線アブレーション層
；
　カバーシート；並びに
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　前記赤外線アブレーション層と前記カバーシートとの間に配置されており複数のフィー
チャを含むパターン層であって、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し化
学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であるインクから構成されている、パターン
層；
　を含む印刷版原版。
［８］前記パターン層が前記カバーシートの表面上に印刷されていて、前記赤外線アブレ
ーション層が前記印刷されたパターン層の上へのコーティングによって形成されることで
アセンブリが形成されている、［７］に記載の印刷版原版。
［９］前記アセンブリが赤外線への露光によってアブレーションされていて、支持体と反
対側の前記光重合性層の表面に積層されることによって設けられている、［８］に記載の
印刷版原版。
［１０］前記赤外線アブレーション層が２．０超の透過光学濃度を有する、［１］に記載
の印刷版原版。
［１１］印刷版原版の製造方法であって、
　ａ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含有する光重合性組成物を支持体
上に塗布して光重合性層を形成すること；
　ｂ）前記支持体と反対側の前記光重合性層の表面上にインクを印刷してパターン層を形
成すること；
　ｃ）印刷されたパターン層上の光重合性層の上に、赤外線アブレーション層を形成する
赤外アブレーション組成物を塗布することであって、前記赤外線アブレーション組成物が
（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉｉ）放射不透過性材料であって、（ｉ
）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい材料と、（ｉｉｉ）少なくとも１種の
第２のバインダーとを含むこと；
　を含む、印刷版原版の製造方法。
［１２］前記パターン層が複数のフィーチャを含み、各フィーチャが５～７５０平方ミク
ロンの面積を有し、前記インクが化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明である、
［１１］に記載の方法。
［１３］前記インクがシアンインクである、［１２］に記載の方法。
［１４］前記インクがＵＶ吸収性材料を含む、［１２］に記載の方法。
［１５］印刷版原版の製造方法であって、
　ａ）仮支持体上に、赤外線アブレーション層を形成する赤外線感受性組成物を塗布する
こと；
　ｂ）前記仮支持体と反対側の前記赤外線アブレーション層の表面上にインクで複数のフ
ィーチャを印刷して表面上にパターン層を形成することであって、前記パターン層が複数
のフィーチャを含み、各フィーチャが５～７５０平方ミクロンの面積を有し、前記インク
が化学線に対して不透明かつ赤外線に対して透明であることにより、デジタルカバーシー
トが形成されること；
　ｃ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含有する光重合性組成物を塗布し
て、支持体と前記デジタルカバーシートとの間に光重合性層を形成することであって、前
記パターン層が前記光重合性層と前記赤外線アブレーション層との間に配置されること；
　を含む、印刷版原版の製造方法。
［１６］前記赤外線感受性組成物が、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉ
ｉ）放射不透過性材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい
材料と、（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含有する、［１５］に記載
の方法。
［１７］前記インクがシアンインクである、［１５］に記載の方法。
［１８］印刷版原版の製造方法であって、
　ａ）カバーシートの表面上にインクで複数のフィーチャを印刷して表面上にパターン層
を形成することであって、前記パターン層が複数のフィーチャを含み、各フィーチャが５
～７５０平方ミクロンの面積を有し、前記インクが化学線に対して不透明かつ赤外線に対



(43) JP 6901410 B2 2021.7.14

10

して透明であること；
　ａ）前記パターン層に赤外線感受性組成物を塗布して赤外線アブレーション層を形成す
ること；
　ｂ）赤外線に露光して前記赤外線アブレーション層にアブレーションを生じさせること
；
　ｃ）第１のバインダーと、モノマーと、光開始剤とを含む光重合性層の表面であり前記
光重合性層の支持体と反対側である表面に積層することであって、前記パターン層が前記
赤外線アブレーション層と前記カバーシートとの間に配置されること；
　を含む、印刷版原版の製造方法。
［１９］前記赤外線感受性組成物が、（ｉ）少なくとも１種の赤外線吸収性材料と、（ｉ
ｉ）放射不透過性材料であって、（ｉ）と（ｉｉ）が同じであっても異なっていてもよい
材料と、（ｉｉｉ）少なくとも１種の第２のバインダーと、を含有する、［１８］に記載
の方法。
［２０］前記インクがシアンインクである、［１９］に記載の方法。

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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